
第3 その他  
1．治験間t檎村雲■会 中間報告【義手】（平成18年9月）  

治験問題検討委貞会 中間報告【概要】  

平成18年9月  

独立行政法人 医薬品医療機器給合機構  

1．趣旨  

○ 我が国の治験は治験環境が十分整備されていない一方で、アジア諸  

国における治験衆境は急速に整備され、グローバル治験がアジア諸国  

で行われる億向も見られる。  
こうした状況が強まれば、我が国への医薬品等の申請及び承認時期  

は、常に欧米から遅れ、我が国の薬剤治療レベルが世界標準よりも低  
下するという問題（ドラッグラグ）の拡大が懸念される。また、医療  
機器についても同様の閉居（デバイスラグ）が見られる。  

○ このため、昨年8月、医薬品医療機器総合機構の中に「治験問題検討  
委点会」を設置し、総合機構をめぐる急激な環境の変化に迅速に対応  

するため、治験問題を中心として総合機構が取り組むべき間摩につい  
て幅広く分析し、迅速に対応すべき方策を取りまとめた。  

2．検討結果（概要）  

第1辛 医薬品に関する検討結果   

Ⅰ．治験データの評価のあり方、評価手法などの再検討  

1．国際共同治験の推進  

・ 我が国が国際共同治験に参加するためには、治験環境・条件を改善す  

るとともに、審査等においても国際共同治験に係る治験デザイン、治験  

データ等の考え方を明確化することが重要。  
・ 国際共同治験において、日本人に対する適正な用量の確認が必要とな  

るデータのあり方は、個々の医薬品の特性や薬効群の違い、アジア人の  

データ数等で異なり、試験のデザインは、これらを十分に勘案して国内  

外の症例数を決めることが必要。  
・ 国際共同治験の治験実施計画書に、我が国で実施する場合に考慮すべ  

き要因を反映させることが必要。このため、平成18年度より国際共同治  

験に係る治験相談の優遇を実施。更に、各審査負の質の向上のための教  

育制度の充実及び人貞の増強が必要。  
・ また、国内外の症例数のあり方、医療環境の外的要因などについての  

基本的考え方を示すとともに、今後、国際共同治験の実績の蓄積も踏ま  
えて、ガイドラインの明確化が必要。  

・ 国際共同治験の知見が蓄積されることにより、日欧米三極の事査機関  

の協力体制の構築に繋がることも期待。  

2．アジア地域における治験の位置付け  
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・ アジア地域における治験データについて、ブリッジング試験等を行う  

ことなく円滑に受け入れるため、一定数の日本人を含むアジア地域の  

治験を国際共同治験として推進することが必要。   
・ 日本人のデータ数の在り方などは実績を蓄積しながら科学的に検証し  

ていくと共に、給合機構として治験実施計画書作成の初期段階より関  

係企業を治験相談等を通して支援を強化することが必要。   
・ アジア地域における治験に我が国が参加することを通して、アジア各  

諸国の医薬品規制当局との治験や辛査、GCP調査等に関する交流が強化  

されることも期待。  

3，ファーマコゲノミクスなど、個人差により注目した評価手法の導入   
・ 今後、国際的にファーマコゲノミクスの評価手法を取り入れた医薬品  

開発や事査の重要性が増大することから、機構内のファーマコゲノミ  
クスプロジクトチームの参加等ファーマコゲノミクスに係る相談・辛  

査体制を質・圭ともに強化することが必要。   
・ 関係企業に対しても、ファーマコゲノミクスの手法による解析を行い、  

データの蓄積に努めるべきである旨、治験相談等を通じた積極的な相  

談・助言が必要。  

4．承認条件の設定及び市販後対策との連携を視野に入れた評価   

・ 医薬品の承認審査において、承認前に検証すべき事項と市販後の調査  

で対応可能または必要とされる事項を整理。   
・ 市販後の検証事項は市販直後調査等による対応、承認条件の活用によ  

り、承認審査に必要なデータの過重負担をなくし、開発期間及び審査  

期間の短縮に繋がる。   
・ 総合機構において、安全対策部門を質、量ともに強化するとともに、  

書査部門と安全対策部門との連携を強化し、充実した市販後対策をと  

ることが必要。承認条件の遵守状況を確認できる体制の構築も必要。  
また、承欝条件を付する基準の明確化、具体的な活用のあり方につい  
て検討が必要。  

5．治験相談体制等の充実   

・ 治験相談のすべての需要に対応するためには、担当人員の増強が最優  

先で必要。   

・ 治験相談においては、平成18年度より国際共同治験を実施するものを  

優遇しており、ファーマコゲノミクスに関する相談についても新たな措  
置を検討。総合機構のホームページに治験関係情報コーナーの設置。   

Ⅱ．国内治験環境の改善に向けた方策の検討  

1．GCPの運用の周知、相談体制の充実、関連文書の簡素化  

ー152 －   



・ GCP実地調査終了後の医療機関に対する相談など医療機関への相談の充   

実、ホームページやQ＆A等の充実、医療機関を対象とした説明会等の充   

実により、GCPを一層周知。また、GCP関連の必須文事の再検討、及び治験   

計画書の届出事項の軽減の検討。   

2．GCP実地調査の充実強化  

・ GCP実地調査を主体とすることを明確にし、担当部の職員配置を考慮   

しつつ実地調査担当チームの増加を図り、調査対象医療機関数を増加。   

また、治験実施中の調査実施のあり方、及び治験実施医療機関IR8の登   

録等の検討。   

3．GCP書面調査の実施方法の改善   

・ 基準適合性書面調査の効率化と申請企業の負担軽減を図るために、   

eCRF（亀子化された症例報告書）の具体的な導入方法、テレビ会議の活   

用、治験中の実地調査の導入等についての検討。  

集2幸 医轟機器に関する検討結果  
Ⅰ．治験データの評価のあり方、評価手法などの再検討   

1．新医療機器の海外データの活用・受け入れについて  

「外国で実施された医療用具の籠床試験データの取り扱いについて」  

（平成9年3月31日薬発第476号）及び「医療機器に関する臨床試験のう  

ち外国で実施されたものの取扱について（平成18年3月31日薬食機発第0  
331006号）」に基づき、海外臨床データの活用・受け入れを積極的に実  

施している旨を講習会等を通し、直接欧米の製造業者に周知。   
・ GHTFで鯨床試験の評価ガイドライン作りが検討中であり、これを踏  

まえ対応。  

2．治験・申請前相談制度の周知及び活用促進の方策   

・ 関係団体に対して、既に実績のある医薬品の相談事例の効果を示す  

など工夫をしながら、治験・申請前相談を積極的に周知していくととも  

に、新たな相談区分の検討。  

3．先端的な新医療機器について、国際共同開発への日本の参画を促す方策   

・ 医療機器の国際共同治験（開発）の可能性について、FDA、厚生労働  

省等と協力して検討することが必要。   
・治験・申請前相敢等において、早期より適切に相談に応じることによ  

り、国際共同開発が可能となるよう努め、海外を含めた阻係団体等に周  

知。  
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Ⅱ．国内治験環境の改善に向けた方兼の検討  

1．国内医療機関の治験実施体制の強化   

・ 米国FDA等の協力の下、HBDプログラムにおいて、米国と同レベルの  

治験実施のため、我が国の実施施設で医療関係者のトレーニング等を行  

っており、今後、一般化することにより、国内医療機関の治験実施体制  
の強化に貢献。  

2．GCP調査の充実強化   

・ 国内医療機関の医療機器の治験に対する実施体制は不十分な点も多  
いため、GCP調査を通して、効率的・効果的な調査方法を検討。  

弟3草 生命科学の先端医療技術に対する検討結果  

○ 遺伝子治療、再生医療等の生命科学分野や先端医療分野における技術的   
な進歩は近年加速度的に進み、先端技術を用いた医薬品や医療機器（以下、   

「先端医療技術応用医薬品等」という。）が研究・臨床応用され、さらに、   

治験や承認申請が行なわれる。  

○ このため、確認申請の前の相談を含めた治験相談や、迅速かつ的確に審   
査に対応できる人員を、質、圭ともに至急充実強化することが必要。研究   

者や企業関係者等に対しても、治験相談等を通した詳細な指導も必要。  

○ 当該分野の経験を蓄積し、各種ガイドラインを準備するとともに、各種   

規制や製造販売後安全対策などについて、逐次改善、強化、簡素化など見   
直しを図ることが必要。また、FDAやEMEAとの人的交流を含めた、より緊   

密な関係の構築が必要。  

○ さらに、最先端の技術に係る可能性のあるリスク等について、患者や医   
療関係者に情報提供することの義務付けや、市販後のフォローアップを承   

藩条件とすることを前提とした審査等により、有用な医療技術の医療の場   

への迅速な提供に十分配慮することが必要。  
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2．総合科掌技術会欄の意見よ申「科学技術の振興及び成果の社会への還元に向けた   

制度改革について」（平成柑年12月25日）抜粋  

科学技術の振興及び成果の社会へ  

の還元に向けた制度改革について  

（抜粋）  

平成18年12月25日  

総合科学技術会議  
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6．治験を含む臨床研究の総合的推進  

Ⅱ．体制整備lこ向けた改革の方向  

（3）研究推進や承R♯査のための環境整備   

②独立行政法人医薬品医療機器総合機構の承認審査の迅速化・効率化  

独立行政法人医薬品医療機器総合機構審査官の慢性的な人手不足は繰り  

返し指摘されている。特に、審査の効率性に発する人材強化や特に不足して  

いる臨床経験のある医師人材及び生物統計人材の増強が求められる。平成1丁  

年虔における医薬品承認審査等の審査部門の人見の国際比較では日本では  

用7人、米国2，200人、英国693人、フランス942人であった。これは承認  

書査の遅延、ひいては新しい医薬品と医療機器の国民へのアクセスに遅れを  

招いていると考えられる。近年機構の取組により審査期間は短縮傾向にある  

が、総審査期間としては米国並に充分な短縮には至っていない。また治験開  

始前や承馳申請前に行われる治験相談の実施状況もー時のように予約が8ケ  

月以上先という異常事態は改善されたものの、欧米並みに希望通りに行われ  

ない状況にあり、また相談内容についても現状では企業に満足されておらず、  

企業活動上必要とされる適時的確な治験相談体制とは串離した状況にある。  

このような機構の治験柏餅や手取書査の遅延を解消するためには、審査手  

続の透明性・効手性の向上とともに先の高い人見を増やす必要があると考え  

られる。そのために、機構lま人員の拡大（審査人Åをおおむね3年間で倍増）、  

治験着手から新薬承認までの期間短縮や、人材の育成を回るための工程表を  

示すべきである。その際には、製薬企業からの審査費用の増額により民間活  

力の活用を含む審査体制の拡充を図るべきである。【平成19年鹿より実施】  

また、先ヰ科学を応用した新薬や医療機器の治験相談や承駐中耕に対して、  

速やか且つ的確に対応できるように暮査官のレベルアップが急務である。  

【平成18年度より検討・平成19年王結論】  

注）米田では1992年に成立したPr●SCription DnJg U＄Or Fee Act（PDUFA）によりFDA（F00d  

and Drugん血止血tr8tion）が医療産♯界から暮査費用が徴収できるようになり、これ  
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が書士官を増やす原資となった。但し、この制度について規制当局の中立性への疑問な   

どの批判もある。  

注）但し、独立行政雇人の人件井削減の仕組みとして、簡素で効率的な政府を実現するた   

めの行政改羊の推進に関する法韓（平成18年8月2日法律第lT号）第58条には「独   

立行政法人専（独立行政雇人（政令で定める法人を除く。）及び国立大学法人等をいう。   

次項において同じ。）は、その役■及び暮且に係る人件★の総額について、平成18年丘   

以降の5年間で、平成17年丘における鶴からその100分の5に相当する鶴以上を減少   

させることを基本として、人件責のIl漉に取り組まなければならない。」の規定があり、   

■董曹の大幡増■には同条による人件費面の制約がある。   

人材漏として書査のプロセスを効率的に進めるためには臨床や医薬品開  

発の現場経験者の採用が有効であり、その拡大が求められるが、キャリア中  

途の働き盛りの医師・薬剤師尊の目には審査官は魅力的な♯業に写っていな  

いとの指摘がある。   

そのため、審査官の待遇を見粧し、例えば医師・薬剤師等の現場経験者を  

t遇する制度などの整傭を通じて、キャリア・パスを確立すべきである。【平  

成18年度より検討・平成19年度王結槍】   

また、製薬会社・医療機番会社など民間での経験は承記事査を実施する上  

で役立つと考えられるため、民間との人事交流を活発化させる新たなルール  

作りも検討する必要がある。しかし、民間経験者が機構に就業するには、機  

構の就業親側が厳しいものになっている。このため、特に機構と規制対象の  

会社の関係に注意しつつ、機構の就業規則を緩和すべきである。【平成18年  

虔より検肘・平成19年王結論】  

注）機蠣の就業規則5集「遺書緩2年間の期間は、営利企業の地位で、その退暮蘭5年間   

に在■していた暮♯と密接な関係にあるものに、理事長の承紘を得た■合を除き、就く   

ことを承諾し、又は就かないこと。」、また8条には「理事長は採用前に営利企業に在■   

していた暮員について、採用後2年Ⅶの期間を通じ、営利企業の地位で、その採用前5   

年間に在義していた集♯と密接な関係にある機構における義務に当職徽■を就けない   

ものとする。」とある。   

医薬品の承認審査基準が曖昧であり、そのため承認審査に時間がかかって  

いるケースがあるとの指摘がある。審査の透明化を図り、効率化を促進する  

ために、厚生労働省は産業界の意見も聞いて承記事査ガイドラインを早急に  
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策定するなど、承記事査基準を明確化すべきである。【平成18年康より検討・  

平成19年王結論】   

医療機器審査は、従来の薬の審査の延長線上に承認審査基準が設定されて  

きたため、実情にそぐわない審査項目を残してきた。海外と比較しても書査  

期間が長期化しており、例えばPET／CTは申請準備から審査の終了まで、2年  

10ケ月かかっている。厚生労儀l省は、平成17年鹿より経済産業省と合同で  

r次世代医療機器絆せ指♯検討会」を設置し、医ま機器の開発及び審査の迅  

速化に向けた評価指欄の検討を始めたところである。医療機器の審査にあた  

る機構ではエ学系の審査官が不足している等、審査体制の脆弔さが指沸され  

ている。   

従来の医療機券の審査基準を現状の医療開発水準に即したものに改正す  

るよう検討すべきである。【平成18年度以降逐次実施】その1つとして、日々  

改良を重ねる医療機番lこついては、研究開発のスピードをいたずらに琴延さ  

せないように、安全性と有効性を考慮しつつ、軽微な改良の場合は、申請を  

不要とするなど判定基準の明確化するとともに、その申請不要の範囲の拡大  

を検討すべきである。【平成18年度より検討・平成19年王結論】   

また、これまで規制当局は海外治験データを国内で活用できるようにし、  

また既に海外で承認を受けた医療機琴については審査の簡兼化を図ってき  

たところであるが、日本の患者にt新の医療機器を届けるためにも、継続し  

て承認審査の合理化に取り組んでいく必要がある。【平成18年鹿より検討・  

平成19年王結欄】   

更に、機構においては医療機器専門の審査官の充実・育成を図るぺきであ  

る。【平成19年虔より実施】   

細胞・組＃を利用した医療機器や医薬品の場合は新規性が高いためリスク  

予測が難しい書から、治験でヒトに使用する前に製品の安全と晶井を確認す  

る確認中請制度（医薬発906号、平成11年7月30日厚生省通知）が必要と  

される。細胞・組織を利用した製品のみに課せられた確認中柵は時間がかか  

り、治験計画層と1複する項目が多いとの指摘もあり、細胞・他社を利用し  

た医療機番や医薬品の開発期間の長期化の主な原因のひとつとされる。また、  
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再生医療などの細胞・組♯利用医療機器等については安全評価基準が明確に  

なっておらず、例えば自手製晶（患者の細胞を用いた製品）と同種・異種製  

品の審査時の取扱いの違いがはっきりしていない。   

新規技術を利用したこうした分野の製品は従来の化学合成で製造された  

製品に比べて知見が乏しいため、ヒトヘの使用に先立ち安全性等については  

十分配慮されなければならないが、細胞・組＃を利用した医療機器や医薬品  

の審査の迅速化、効率化するためには、安全評価基準を明確化するとともに、  

確認申請もしくは治験計画届に係る爛査において重複する部分の簡兼化を  

図るべきである。【平成18年鹿より検肘・平成19年ま結檜】  
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3．中期目標・中期計画・18年鹿計画・19年度計画対比表  
中 ■ ■ ■  中 期 肘 T  平虞10年よ什▼  平虞10年よ什T  

■1 中嘉戸■011■  

■土市土幾人1月建（平■11年鐘●粛10a書．  
以下「1■法」という．）書2gt鸞2書雷1●の中期  
日■の井向は、平虞16年■月から平戚21年3月曽  
での6年間とナる．   

暮2 ■人生捧○榊曽○ホ暮に■ナa■■1ぴ■  
■に＃して暮■するサービスモ○■○暮書○∫011上  
に■ナる事■  

遍劇鐘鸞20集■21書2書¢暮書■■の触■他に  
■ナる日■1ぴ■1♯3■の■tに＃して■≠ナるサ  
ービスモのtの暮書の十の鵬上に■ナる日■のうち、  

法人量♯lこ■も日●は次のとおりとナる．  

（1）榊かつ暮■■な朋暮   

丁 鶴事的かつ■■的な暮書1書体■モー止ナるとと   
もに、真書t暮のあり方1ぴ▲書の轟暮方法lこつい   

て、外鐸■■などによる■■壬行い、薫書■曽の故   
事昔日ること．  

暮1i人生件○暮書∃■■Ot●に■すi事■1ぴ■  
■に＃してt●するサービスモOtO暮暮○暮011上  
に■ナる事事に義貞眉■暮暮■するたIblことも■くき■  

t  

1月法事80■鷺21書1書の暮書1暮の薦事他に  
■ナる日●書■慮ナるためにとろべき♯t及び■1書  
2書の■昆に対してヰ慎ナもサービスモの■の義書の  
■の頂上に■ナる日■蓋暮威すろためにともぺき柵t  
は次のとおりとナも。   

（1）■事Il轟lつ暮■曲な嘉轟■t   

ア・亀●Mの真書の自■と1任書明■にナるとともに、   

暮書の暮鯵状況の日★的なt書書1じ、問t▲の■   
出鼻びモの故暮に努める．  

たに＃して暮■rるサービスモ○■○暮書○暮○■上  
に■ナ古事■に■る自■暮暮■丁るためにともべき暮  
暮1▲人▲♯○暮義■暮○徽●に■すも仙び■   ■  

たに■して暮■ナるサービスモ○●○義書の■¢■上  

に■する■■にtろ日●書■■するためにとるぺさ■  
暮1生人釧○暮柑○徽書に■すも事■1ぴ■   t  

（り暮事■かつt■嶋な蜘t   

T・年よ肘Tに暮づき、書■、書書の暮轟肘丁義を僧   
虞し、自■t■による暮書■暮専行う．  

（り■●れかつ暮■曲な義書暮t   

T・年よ什■に暮づき、書静、書■の真書肘丁轟音作   

成し、目●ttによる暮書王■モ行う．  

－
－
¢
○
－
 
 

・霊轟全■にわたる■書立■■■とともにリスクt  

t、チェック■tなどの■義tt♯書舌■化すると  
ともに、書●tの縫t■断が迅iに暮書1■に丘■  
でさる鴨義体■の■■手中る．  

・1暮tがt汝、暮書の▲書状尻手た暮し、仏事な  
柵衰亡行うため、■■■書において■轟の▲鯵状況  
の■曾、荊t■■の■■鐙行い、■書■暮の麹事化・  

迅■化昔日る。   

・■●集足■の霊書の1t状況や●●毛■り●く状  
況の暮化書轟fえ、●暮の暮鴨の改書書について、  

柵剛H川場．  

・t事ょが暮♯、■書の暮鯵状況モ把1し、必fな  
柵示鐙行うため、引書■さ幹■■書において霊暮の  
1鯵状況のt告、闊■貞専の■■書行い、嘉轟1t  
の触事化・乱劃MH‖．   

・暮■彙足tの暮書の■■伏臥■■書取り●く状  
況の責化1び暮倉≠事故爾曇tの暮11●「鞘事故  
鞭の暮｛1び成井の牡▲への1元に向けた■よ故事  
についてJく平成18年12月25日．以下「徽食鶉  
事技鞭▲暮の暮11●」という。）を■fえ、●■の  
暮書の徽tlび書■♯七¢在り方について、●肘を  
▲める。   

・暮書生■の企■立嘉、日■t■書の円滑な★暮を  

nもため、企T■暮●の♯■モー●する。  

・暮鶉1tの勤事他意『るとともに、不正、■■の  
■生を防止するため、肘■的に内♯董暮を■暮する。   

・リスクtt繍tに▲づさ、リスクtt彙■会意■   

・▲轟全■○企■立嘉、ヨ■t暮■の円柵な★■t  
■るとともに僧tシステム嘉書食事化ナるため、企  
■■■♯の体★を暮■ナる．   

・事轟1暮の勤事化、不正、■■の■生壬紡止する  

ため、肘■的に内■上暮書★暮する．   

・リスクtl洗暮に暮づさ、リスクt書事1■書■  



■し、リスクtt区分ご上のリスクに対ナも予断暮  

の1●状皮書手畿暮ナるとともに、リスク彙生■の  

対応¶について●●せ●■に■知■▲キーも．   

・リスクt■、法●1寸書のため、内儀■■■tの  

円膚な1用書下る．   

・■人情■t■法に暮づく惰書のt¶・徽1の暮t  

を内る．   

・1雷■■■、t靡霊轟義■■▲ぴ■董・安全義書  

雷■■において、■■の霊書状涙のt書手行い、嘉  

書の公正性、i嘱性モ■tナるとともに、義▲から  

の■t書★■tえ、義書暮暮の歌書・鋤事化壬▲め  

る。  

≠し、リスクtt区分ご上のリスクに対する予断薫   

の暮鯵概況尊書艦■ナるとともに、リスク集生■の   

対応■について■●サー■に■知暮▲を且る。   

・リスクtt、法令■寸■のため、引嚢■き内部層   

t■よの円檜な1月壬■る。   

・■人情●t■鐘に暮づく惰●のtt・優■の暮鷹   

手引き義き円る。   

・暮曽■t■、t済■書■■食1び暮暮・貴会■轟   

■1■において、食暮出書の●■、■託及び事静■   

也■の■t状況事象●め、■♯の嘉書状況の■書を   

行い、暮轟の公正性、遭覇性を暮色ナるとともに、   

彙▲からの■T■を書fえ、義書■暮の故■・勤事   

化象▲める．   

・事力闘な対応が●に必■とされる■■においては、   

■■書とらす、引き■奮、グループ■書斎用する讐、   

熟■liな暮書体■暮★嘉する。   

・書集轟について、引き■き、必事な外■書∩蒙の   

濃た・曇■暮行い、■熟語用する．   

・義轟の1行にあたり、必事となる鐘■・■■・シ   

ステム蠣の■M的知■について、引き■せ弁■士・   

纏■コンサルタント■モ活用ナる。   

・書櫨のリスクを把暮し、モれに対応したマニュア   

ルについて、必暮に応じ九■し、充≠をFる．  

イ・義轟■■の■1書手■まえ、■董嘉轟音はじめと   

ナる書纂轟について、必真に応じ、★たな■■暮書   

事∫暮キ暮●ナるとともに、■繹の■■纂書手■暮   

についても内■書靂次1暮し、非書血■■の王なる   

活用豪■る．   

・書書の文書什●については、引さ★さ♯集的な暮   

■・徽tや★♯1ぴ≠●の収集並びに分析■が可書   

となるよう■●の義儀t■り、データベース化藍穐   

1ナるとともに、必事に応じてシステムの暮●も■   

射し、暮書の勤事他書Rる．   

ウ・システムコストの■▲、システム■iの1嘱性の   

■★1び暮書■■の触■化壬■るために毅tした惰   

t他■薦穐暮▲において、システム上董モ行い、真   

書・システムtl化鮒▼書責走・公轟ナる。   

・■広い分■の攣■纏●書との暮1交■○■として  

●■■■奮杜tし、纂書内書や暮暮♯■への義tや  
改暮薫象求めることにより、義賽の勤事他に役立て  
るとともに、暮書の公正性、遭覇性書■書する．  

・状況に応じた■力的な人事l巳tと外■■円■など  

の■熟語用による鋤事的な暮尊王曽体■を蠣■ナる．  

・事力的な対応が●に慮■とされる■●においては、   

■■書とらす、引き■き、グループ■壬活用ナる■、   
熟■的な義轟傭■t★義ナる。   

・書集轟について、引き■き、必事な外♯書∩士の   
1走・曇■舌行い、肴触活用ナる．   

・暮書の▲行lこあたり、必暮となる法■・纏■・シ   

ステム■の■M的知■について、弁t士・義■コン   
サルタント書手活用する．   

・書■のリスク書把暮し、モれに対応したマニュア   
ルについて、必事に応じ1暮し、充★キーろ。  

イ・■事暮書手■暮の内書手事次1tし、充貴書■り、   

非♯■■1の港用を中る。  

ー
ー
¢
－
－
 
 

・■書－■におけるt■t書手t戚するため、モれ   
ぞれの状況に応じた繁■特における対応マニ1フル   

を■凛、作成ナる。   

イ・各書霊轟プロセスの■事化蓋暮めることで、Il★   

■●▲手薄用し、♯■■▲■の抑■書関る．  

イ 暮書のt手北嶋書換1し、麹■的な轟■暮■体■   
とすること．  

・書暮の文書什■については、可■な■りt手嶋体  

書用いたものとし、体ホ的な暮t・●tや★れ1び  

什■の根鼻血びに分析書が可tとなるよう子ータベ  

ース化舌tlナる。  

・書■の文書什■については、引奮■き♯集的な暮  

暮・徽tや暮♯1び惰●の収▲並びに分析事が可t  

となろよう●暮の暮儀t■り、データベース化手繰  

1ナる。  

ウ ■■の共1的な僧tシステムtt義書1ぴ■霊義   
書書のよーしを書雷え、■■全体のシステム■慮1   

ぴ■暮方式の1暮しの■闊手行うことにより、シス   

テムコストの■■、システム■義における遭明性の   
■t及び暮賽1tの合暮化壬■ること．  

このため、対■となるシステムの■雷可t牲■暮  

ウ ■■の共1的な惰tシステムt暮義書、●董義轟   

蠣の1■し書■fえ、■嘉島■書■●■舎■■共用   

しANシスチ▲、■■晶事書●ナ・雷董システム1   

ぴこれらに■1ナるシステムの■慮1ぴ■暮方式の   

1暮しの♯封書行うことにより、システムコストの   

■▲、システム■iにおける遭■性の■≠及び義■  

ウ・●■の共i的な惰■システムtl霊暮、暮暮暮義   

尊の1暮し鐙■fえ、■嘉島■●●●■倉■■共用   

LANシステム、■■晶専★●■・●暮システム及   

びこれらに■▲するシステムの■慮1ぴ■暮方式の   

1暮しの■射手行う．  



尊書平成18年よ中に≠暮し、これら蓋■tえ、平  
成10事t中に暮書・システ▲■濃化肘▼書暮彙し、  
公■すること．さ引こ、千慮20年よには暮濃化什  
▼に▲づいた暮義手■暮すること．  

■暮○倉t化書■るため、体■暮●書行い、上tシ   
ステムに儀■システムt糞1ぴ■■可t牲■霊奮平   
■18年よ中に≠▲し、平戚1乳牛▲申に義書・シ   
ステム暮1化廿▼壬鸞責し、公義する。これ書■f   
え、t；■化肘▼の円滑な≠暮により、轟書の触事化・   

食t化t■る．   

（2〉暮書■■○■■tに＃う暮■■■■   

7 不■の義轟徽暮1び始■的1■に舞めるとともに、   
に   

トの■■■により、－■tt★（1暮手■書■く．〉   

に儀る中期ポ■予算lま、中期旧■★■の韓丁●にお   

いて以下の■■■古1込んだものとナも。   

①平戚1ら年▲と比べて16％■慮の■   
◎縫●改正や≠量の1暮し書に＃い平■1¢年よ  

から鼻生する－■t覆土については、平慮10  
年よと比べて12％糧よの■   

◎改正轟事注が平戚1丁年虞に▲行されることに  
＃い鼻生ナる－■tl★については、平戚17  
年慮と比べて9％■よの■   

O   
慮井の社さへの義元に向けた■慮改正について」  
（平虞18年12月25日。以下r■倉≠攣隷  

鞭■tの暮11●」という．〉に暮づき、畢■書  
董の迅濃化に取り■むことに＃い平月＝＝臣事虞  

から★生ナる－■t書徽について仕、平成19  
年よと比べて3％書よの■   

イ t千他の穐▲専の■轟の勤■化書■ることにより、   

事暮彙（鎗付■儀縫tlび事義■書尊に＃い先生す   
る■年よ縫tを■く．）にtろ中期椚丁子■について   

は、中期旧■期何の暮丁叶において以下のとおり曽   
▲■古鼻込んだものとナること。   

q〉平戚1計年よと比べて6†i書慮の■   

◎法●改正や■よのよーし書に＃い平成10年よ  
から鶉生ナる事霊義については、平虞1¢年よ  
と比べて■％書よの■   

⑳改正暮書法が亨虞17年よに暮行されることに  
＃い★生ナる事暮暮については、平虞17年虞  
と比べて8％tよの●   

◎暮含榊事■tのtt■一に暮づ曹、靂■■暮の  
迅濃化にtり■むことに倖い平成19年よから  
先生ナる事暮貴については、平成10年虞と比  
べて1†i韓よの■   

ウ・暮行の州僧用■出▲のt飯t書システム象徴●し、   

織暮書である■虫■出義之び安全対■■■出tに   
■する■入暮■、■可晶自尊各暮○什■をデータペ   
ース化して活用ナることにより、■人糞雷及び●書  

・システムコストのH■．システム■暮における遭  

明性の■tlび暮義■暮の倉t化t■るため、体■  
暮●幸市い、上モシステムにtるシステム■董1ぴ  
■雷可t牲■董モ■暮する。  

（2）朋雷○暮事tに＃う■義■■蕎   

丁 暮暮1■のカ事化書■ることにより、中傭帽■期   
M義丁■★でに、一暮tl彙（1■事■書■く．〉   
ついては、平■16年tと比べて15≠■■の■書   
廿▲ナろこと．なお、捷●改正や■よの1tし讐に   
＃い平戚10年よから集生ナる－■t■暮について   
は、千慮10年▲と比べて12Ii■よの■壬、tた   
t正義事鐘ポー■17年虞に▲行されもことに＃い   
平t17年▲から■生ナる一■tt貴についてl上   
平■17年▲と比べて○％t▲の■書廿義すること。   
さ引こ、●曾榊攣技簡■t¢暮1■●r≠攣扶蠣の   
義■1ぴ■1の杜■への暮先に肉けた■よ故事につ   
いてJ（千慮18年12月26日．以下「暮含≠事技   
爾■■の暮11■」という．）に▲づき、講書●暮   

a▲他に書り■むことに＃い平虞10年よから集生   
する－■■■■については、平虞10年虞と比べて   
3％tよの■壬＃義すること．  

（量）暮暮■tO■事象に＃うー暮暮■■   

▼・書■■1について、曲事に応じ、早鐘18年よの   

tl鼻■の●止柵tを行う。   

・中期旧■欄Mの中和ヰよにあたる18年▲におい   

ては、蘭2ケ年の轟■■壬■奮え、■t廿■薫書●   

廿ナる．   

・■1コストの巾▲に身め、－■t■tの廿▲壬h   

る．  

（2〉暮描暮○■事七に＃う■貴書■■   

丁・■暮公書▲の■与●▲故事書義まえた始与体六書   

■入ナる。   

・中期日●期■の■隼Fにあたる平慮10年よにお   

いては、蘭3ケ雫の彙■尊台■tえ、より麹t的な   

■暮廿▲薫書暮じ、－■t暮tの廿■手口る。   

・■暮コストの巾▲のため、－■薫●入札をセ1す   

る。  

I
－
の
N
－
 
 

イ 暮暮1tの勤事化毛『もことにより、中期目■欄   
M■丁●fでに、事■彙（輪付■■縫貴1び事義■  t■に＃い集生する■年よ縫t書■く 

．）についてlよ、   

平■15年虞と比べて5％攣よの■書■■ナること．   
なお、法●改正や■よの1■し■に伴い平成1¢年   
よから★生する事暮tについては、平虞16年よと   
比べて4％■よの■書、fた、書正義書法が千慮1   
7年虞に暮行されもことに＃い平慮17年よから■   
生ナろ■嘉tについては、平戚17年虞と比べてさ％   
■▲の■舌薗義ナろこと．さらに、■倉≠攣鐘攣■   

暮の暮1人■に暮づき、承t●暮の迅i他に■り■   
むことに＃い平成19年よから彙生する事■暮につ   
いては、平慮10年鷹と比べて1，も書よの■キー義   

ナること．  

イ・義轟の麹■化奮■ることにより、事義士の曽■を  tる．  イ・暮書の麹事化を中るとともに、各事義tについて  も一般薫●入札を鑑遍し、■■蓋円る．  

ウ ¶作用■出■、■■■出■1び安全粛鷺讐■出義   
の義■晶日宇ータ讐の一元tt書き行うことにより、   

霊暮の勤■化手織嘉すろこと．  

ウ・■出■■収ttシステムヘのチータ入力作真の書   

濃化層■るためにチータ自■書込■t■を改暮し、   

触■的な■収tt暮葛を行う．  

ウ・■作用■出暮、■虫■出■及び貴会＃t■■出■   

のt収集書に■する事書、並びに〟敵■肘暮のため   

の■出■■の1■しに■ナる事讐において、■出■   

■収ttシステムを活用ナることにより、鋤事的な   



■日のもれの防止、さらには■出tlび乗●轟●の  
tt尊舌■る．   

・fた、魯■出義ごとlこ、嘉責暮t■引■の肘嘉シ  
ステム壬書義ナることに上り■出▲●書tのチェッ  
クが■■になるょうにナる。   

・データは書事して財■＃肘暮における書出■事の  

■肘に活用すj■■轟の触■化壬■る．   

・¶作用■出義1ぴ■■■出▲の飯■事書00％以  
上とナる．   

※1去5年何の■作用書出■の根｛事の平ヰは、  
l－00％   

・☆全対t尊■出■については、■よのtl壬円る  
とともに■入暮書のt■壬暮止し、中＃戸■欄¶■  
丁■fでに、¶作■1ぴ■■■出▲とM儀○収｛事  
書ローナものとナる．  

t収・tt暮書壬行う．  

・■什用■出▲1ぴ■■■出■○集■暮●に＃し、  

t瞥や丈●によるttモ行い、■｛事舌90％以上  
とナる。   

・阜■出■旬■事Ilな銀≠と最れ事の内上書■るた  

め、   
①纂■暮量義暮の●義が加入している（牡）日＋  

纂州■■に蝿■義■にtる■出■の収｛嘉轟音  
■Iモ   

◎安全＃薫瞥▲出暮については、れ付暮春暮の円  
鶉な■付髭tすため、引さ●さ■よのt■と■  
知嚢■帽．fた、■出■の｛付・●告のための  
手引き書僧虞し、全■付暮薔●に■布  

①■付■轟■の弔t性書■り、fた、迅iな暮■  
暮■壬行うため、銀■■託■行よぴ●t■によ  
る義■収●システム暮着用したt牧童行う．  

エ r行嚢敵手の1霊方か」（平虞17年12月2ヰ   
8■t幾重）手■妻え、カ事的王tに努め、人件   
★のH義手行う．併せて、■■公轟■○●与●1   
改暮t■fえ、●与体弗の1暮しの●封書行う。  

・¶作用■出▲及び■集■山霊の乗れ義●に対し、   

t替や文●によるttを行い、引き●き収■■をg   
9％以上とする．   

・書書出▲の麹事的な鴫■とせ≠事の向上書的るた   
め、   

（D暮■■1義●の蓼■が加入している（牡）日本  
嘉納■■に蝿■義■に■る■出■のせ｛義書を  

引さ義さ■託   
◎安全ガ薫専■出▲については、れ付暮書書の円  

轟な■付手tナため、引き■き■よのt★と月  
知手■る．fた、■出義の■付■■告のための  
手引書壬♯慮し、全■付暮轟義に■布。なお、  
輌たに算走の媚■とした体外●■用■■烏lこつ  

いて、■書団♯に射し、■知暮鷹藍■る．   

◎■付■書■の粥t性を屯り、また、迅1な責■  
暮■を行うため、引き★引如帽聞■行1び轟  
t■によろ▲■血｛システムi活用したt収を  
行う。   

エ 「行女1霊の1事方針J（平虞17年12月24日   
■暮巣鷹〉キーfえ、麹書的王■に努め、人件tの   
H義手行う．併せて、■徽公轟1の♯与儀鷹慮1慮   
書まえた♯与体暮の書入を行う．  

－
－
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エ 「■済＃嚢1■と■義故事に■する暮木方針」（平   

戚17年6月21日■■決走）に暮づ書、■義ふ事   
の承書●暮の迅i化○ための体■■化壬1めも中で、   

r行暮故事の1事方針J（平慮17年12月2■日   
■t決走）手■tえ、平成18年よ以■の5年Mに   
おいて、1徽公轟■に事じた人件義H■の七■を行   
うこと．これキ★書ナるため、書中欄旧■爛Mのt   
■年▲豪での¶においても、さ賽な書■手行うこと．   

併せて、■■公書1の●■●▲徽尊書暮fえ、鈷   
与♯蕪の1暮しを1めること．  

「行鼓故事の暮暮方針」（平戚17年11月24日  
■t決走）妻■tえ、熟■的■■に努め、中期ロ■  
■2（2）エに暮づく書■書■める期初の人♯貴か  
ら、平成18年よ以■の5年れにおいて、5％以上  
の＃義書行う。■暮中期日■期向のt■ヰよまでの  
何においても、a％以上の肖■象行う．併せて、■  
象公書■の●与■濃故事を■fえ、●与♯真の1暮  
し奮行う。  
蠣「中期日● ★2（2〉エに▲づく■■書鎗める   

期初の人件責」とは、582人×17年よ一人当   
たりの人鴨徽．ただし、■■日■欄間のt韓ヰよ   

≠での間においては、ヰ84人×17年眞一人当   
たり人鴨貴．  

（8〉■昆に鎗ナるサービス○■上  

■昆にガナろ相■麟■暮■他ナるとともに、義轟1  
t及びモの内書の遭嘱他キー★し、■昆に封ナるサー  
ビスの向上壬■ろこと。  

（3）■長に＃ナるサービス011上   

・一■爛貴書などからの相■や書≠lこ対ナる体■の  

充■■化豪t帽．  

＝＝■畏に書ナるサービス○■上   

・－■爛霊●・■よからの相暮や讐惰にガ慮ナるた  

めに■tした－■欄■土日の円糟な1用壬■る。王  

に、広く●■に＃すろ暮1・■暮書手収■ナるため  

の仕書みを●肘ナるとともに、彙け付けた暮1につ  

Hり■昆に＃ナるサービスの膚上   

・－■爛t■・■良からの相■や讐≠に対応するた  

めに■tした－■相■暮口の円滑な壬用を円ること  

により、貴け付けた暮1壬▲書手■に■けられるよ  

うにナる。   



いて、義轟醜暮に暮げるようにする。   
fた、●暮や貴会暮書に対ナる■傷書からの暮1  

■についても、1切に対応すjとともに、tけ付け  
た暮1■について、義事故■に義けるようにナる。   

・暮轟内●1ぴモの■■について、本■■のホーム  

ページにおいて1土、公tする．妻た、広●緻にお  
いても公義する．   

・■●義書の遭■性書嘉めもとともに、■よ書が利  

用しやナいものとするため、ホームページの嶋■内  
■や藁丈ホームページの充■モーる．   

・■よ手＃tとしたフォーラム書■★するなどし、  

■書の暮書や虐■の広●を行う．  

・惰t公■珪●に暮づさ、法人文書の■示■求わ暮  

暮■切に行う．   

・外傷量暮、内書▲書量暮や■計上霊手鼻儀し、モ  
の鴨井書公義する。  

妻た、■たに■舞晶lこ■するt墓相暮真書を■鎗  

ナるなど、●暮や安全集轟に対する■儀書からの暮  

1■に対しても、引き義瞥■切にガ応ナるとともに、  

彙け付けた暮1暮暮書改暮に暮げるよ引こナる。   

・■轟内書1ぴモの戚共について、本書●のホーム  

ページ及び■●パンフレットにおいて1土、公義寸  
も．   

・00義書の遭明牲モ暮めるとともに、■民事が利  
用しやナいものとナるため、引さ■きホームページ  
の■tl疇書や糞文ホームページの充真書由る．   

・｛昆舌対■としたフォーラム書■≠ナるなどし、  

■■の嘉鶉や篇■の広●キ行うとともに、■嘉島や  

■■●●に■ナる正しい知■・≠tの暮及を1める．   

・惰●公■法●に暮づき、引書■き法人文■Ⅵ■示  

■求孤t竃1切に行う．   

・外ホ量暮、内ホ真書量暮や会計f暮を■暮し、モ  

の書1手公轟する。  

・嘉書内●1ぴモの慮霊について、本■●のホーム  
ページにおいて■▲、公tするとともに、広■■に  
おいても公轟ナる．  

・■血行汝法人■よに暮づく外♯t暮の鼻暮に加え、   

肘▼的に内■暮書t暮やさ計上暮書集▲し、モの纏   

1モ公義する。   

・支出Tの遭明性壬■●するため、■暮事■≠1ぴ   
■出▲句境■■、財書状現についても公▲ナる．   

暮2 暮∩暮○義柑○改暮に■すi事■■ぴ■昆  
にガして暮■するサービスモ○■○暮書○暮○■上に  
■する事■に■るP■書1■ナるためにとるべき■■   

1t▲義義t濃■曾暮書  

■■義書覿桐帥川欄については、■嘉島耕作用義  
書■欝■よ1び生■由集■晶■虫書義暮義講書虞（以  
下「徽済■よJという．）書より■くの方々に月卸し、  

■切に1用するとともに、■嘉島による■作用及び生  
書由稟■晶奮介した轟汝■によるt■義暮象彙けられ  
た方々に＃し、■正かつ迅1な■粛暮行うため、以下  
の檜t暮とることとナる．  

（1）鵬に■する仙○暮寛1ぴ1暮しに儀局  
8■書1■するためにとるぺき書t   

ア 平成18年よ中にホームページ■において、輪欄   
事■、暮轟牡什書○公義を行う。  

－
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・＃書状況書年次■書として公tナる。  

暮2 暮∩■○義轟手書○ホ暮に■する事■1び中農  
に＃して暮■するサービスモ○■○暮暮○暮○《上に  

■ナる事■に¶ほ＝引■暮■■ナるた鴫にともぺさ曽t   

l■▲暮書■繍■傭霊鶉  

・＃書状畏を年次■曾として公義する。  

暮2 ■∩暮○■轟暮暮○改暮に■ナる事■1ぴ■畏  
に＃して暮■ナるサービスモ○■○暮暮の■○自上に  

■丁る事■に暮る日暮暮暮■すろた鴫にとるべき書■   

1■▲棚■付暮轟  

暮さ 暮M暮○暮細暮○書■に■する事■1ぴ1氏  
に蝉して★■するサービスモ○■○暮書○暮の■上に  
■する事■   

1■■棚■檜霊義  

t▲暮書徽済■付義春については、■嘉島■作用暮  
■義♯■よ及び生■由集t島■姓書t■義旗■t（以  
下「■オ■▲Jという．）蓋より■くの方々に■如し、  

■切に1月ナるとともに、■■ふによる■≠用1び生  
●由糞■島毒介した■汝尊によろ■■義書書彙けられ  

た方々に＃し、■正かつ迅▲な■済暮行うことが1事  
である．   

このような脅え方舌■fえ、以下の日■書▲戚ナる．   

（り■tに■する仙○暮蒐1ぴttし  

丁llよに■する什■ヰ儀膚内書手充■させ、■よ■   
暮の濃切化舌下ること．  

（り■■に■すa鴨●暮tO暮董1ぴttしに儀局  

自■書暮■ナるた■にとるべき書t   

ア・ホームページ鴨において、●付事Il、嘉欝■肘書   

の公轟喜市い、■■■傷●、■昆1び暮i集■■に   

封し、●付集■のt儀と義旗■よの■知手闘る．  

なお、公轟に⇒たっては、■人†l■にt■して行   

うものとナる．  

（り●l■に■する■■暮伽暮蒐1ぴttしに集る  

8■書1■するた■にとるぺき書t   

T・ホームページ尊において、鎗付事0l、義春♯肘書   

の公■を行い、■■■儀はL■昆1び暮遭真書事に   

射し、引さ義瞥●付★■のt鱒と暮譜■よの■知音   

■lる。  

なお、公♯に当たっては、■人≠■にた■して行   



うものとする．   

イ㌧パンフレット、■ま手引きl＝ついては、■■や▲   

●事にとって、tいやーく、かつ、分かりやすくし   

た内●に歌書ナる。fた、インターネットtlじた   
惰tl供の稟▲方法l＝ついても、印■の■点から、   

引き■きよ暮しをナる．   

・暮震■○暮式■のダウンロードサイトについて、   
■■や▲■讐にとって、より書いやすく、かつ、分   
かりやナくした内書に改暮する．   

・ホームページの■■内●手より天稟し、広■渚■   

手強化ナることにより、ホ・－ムページヘのアクセス   

鴨義手平成15年よと比べて20Iもt慮■加させる．   

（2）■▲■■○た」bO広t羞■側暮に儀局  
日暮書暮■するためにとる■く倉■■   

・暮繍■よについて、広告■社事象活用ナるなど、   
引書■き錮霊的な広t手書射し、■▲する．   

・鞭鵡、ホームページ、パンフレット■の■体童話   
用し、より多くの方に射し、引さ♯さ紺Ilよの用   
知を中る。   

・■■に■ナる書∩書暮着用した広■を引奪■き稟   
▲ナる．   

・■■♯事●が■よに■ナる毒＃書より責められる   

よ引＝するため、鋤1的な■知広t毛轍鮒し、≠▲   
する。   

H＝1白■暮ロ○暮責に■る日■書暮■するためにt  
る一くさ檜t   

・相1豪【‖ニー任の■員を■tし、■よに■する相   

■や■僧用■済●付や■虫義州付事■きlこ■する   

相■を●∩にtけ付ける体■書充★させる．fた、   

相■マニュアルは、tいやーく、かつ分かりやすく   

した内●に故●ナる．   

・相■体■の充真と勤霊的な広t書行うことにより   

年M欄■件数書平成15年よと比べて20†itよ■   
加させる．   

（■〉■■○データベースセによろ一元t暮に■る日  

暮書暮■するためにとるぺき■t   

・＃僧欄tオ●付■書や轟■徽靡●付集轟に■ナる   

イ ■象●tの不●書により如■に■¶モーナる■■  音義ちし、霊書の触■傭t■ること．  
イ・パンフレット1ぴ■ま手引の手書、インターネッ   

ト書iじた惰■書≠の内書○手書●、≠tO彙け寧   
にとっての囁い■さ・分かり■さといった■▲で惰   
t♯供の鼻嘉方法lこついて1tし手行う．  

・平虞18年虞中に、■痍暮の書式書鐙ホームペー   

ジからダウンロードできるようにナる．  

・ホームページの鶉●内●竃上り大■し、ホー▲ペ   

ージヘのアクセス鴨暮敵国椚川川爛■丁●fでに、   
平よ1乱筆虞と比べて20Iも暮よ■加さt亀．   

（量）■▲■■○た伽広■き■○■●曲集■に■る  
日暮書暮■するた■にとるべ倉暮■   

・■粛■よについて、触1的な広t欝■射し、書■   

的に★暮する．   

・書■広t書の義♯手持用し、より事くの方に、引   

き♯きt講書よの■知手■る。  

イりtシブレット、■象手引きについては、■■や▲   

●■にとって、tいやーく、かつ、分かりやすくし   

た内●に歌書ナる。fた、インターネット手1じた   
僧■1供の■▲方鐘についても、■■の暮■から、   

引き義き1暮し鐙ナる．   

・■♯暮○書式■のダウンロードサイトについて、   
■■や▲■■にとって、よりtいやナく、かつ、分   

かりやすくした内書に改暮ナる．   

・ホームページの■●内●暮より責膚し、広t糖■   

暮■化すtことにより、ホームページヘのアクセス   

鴨■書平■16年よと比べて1ち％tよ■加させる．   

（2）■▲■■○た1bO広■棚■に儀属  
目■書暮■するためにともべ倉書t   

・柑■慮について、広告■杜■土着用するなど、   
触未納な広■雇欄朋し、■▲す勺．   

・書■、ホームページ、パンフレット■の纂体壬活   
用し、より■くの方に射し、引睾■さ義旗■虞の■   
知を中る．   

・■■に■ナる■M■手着用した広書手■▲する．  

・■■徒事■が■よに対する1靡手鼻められる■知   

広■書■附し、真義ナる．  

（2）■山■○ため○丘t蒼■○■■■責■  

暮州▲壬■広く■昆に■知す■こと。  

ー
一
望
Ⅵ
－
 
 ・■■■■■に射し■よの暮1やt■壬■ることに  

静める。  

＝りIl暮暮口○血   
相■七日壬暮充し、■済■よの■情事■きに■ナる  

相■手広く彙け付ける体■毛先★させること．  

（8〉書■暮ロ○暮先に■るP■書暮■するた■に■  
る■く奮曽■   

・相■▲口に書任の■1をモtし、■よ利用に■ナ   

る相■や■作用●付や■暮●付手■きlこ■ナる相■   

書暮Mにtけ付ける体■を九★させる．  

＝＝■■暮ロ○暮責に暮るP■暮暮■すろた轟にt  
る一くさ檜t   

・欄■竃口に書任の■1鐙■tし、■よに■する相   

■や■作用t算●付や■▲■済●付事♯書l＝■ナる   

輸■さ■Mにtけ付ける♯■書充■させる。fた、   
鞘■マニュアルは、書いやナく、かつ分かりやすく   
した内●に故暮ナる．   

・相■体■の充稟と熟t的な広t蓋行うことにより   

年間爛■什暮を平虞15年▲と比べて1ら％■よ■   
加させる．   

（■〉●■○データベースtによろ一元■暮に■る日  

■書暮■するた鵬にとるべき■t   

・■♯用t糊付義書や■縫義粛●仲井轟に■ナる  

・このよ引こ体■を充責させる中で、雫¶相暮韓■   

書中井目■期M■丁●fでに、平戚1ち年よと比べ   
て20％■よ■加させる。   

（■）徽●○データベースtによる一元■■に■る日  

暮書暮■するた鴫にとるペき■t   

・H♯用義靡♯付義轟に■する惰■、●に∫因■や  

（■）ttOデータベースtに上る一元t■  

暮紬付義書に■すも惰tのチータベース書よりt  



いやーいものにt●ナもこと書により義轟の■事化○  

姓暮書■ること．  
t▲義■に■ナる蘭■のデータベース暮よりtいや   

ーいものに改●すも．   

・書たに■まる■虫tオ■付義書については、■作   

用暮糊付暮薔のシステム豪農用し、麹書的なシス   

テム壬■暮ナる．   

（5）事1■暮01■暮■による■■事嘉○遭暮な■t  

に暮る日■奮暮■ナろた■にと奄■く書暮t   

▼ 暮責暮■の迅iな孤■壬■るため、t糊付の■   

求書彙け、■生芳●大臣に■攣的轟事由■■に■ナ   

る■走象●し出もlこ1たり、■求内●の事★T書書   

■董・暮tナる。  

什■、●に■再▲や¶作用■■名■に■ナる蘭■の  

データベースヘのチーター■書1めるとともに、事  
■されたデータ手機々な角よから分析し、■肘的な  
■析に上り、■作用■■の■肉や相■■書書攫るこ  
とができろシステム壬●義ナる．  

惰●、●に∫日義や■作用■■名書に■ナる憫の  
データベースヘのチータ讐■書▲めるとともに、書  
■されたデータ手傷々な■よから分析し、♯静的な  
鱒1刑こより、■僧用鶉tの★向や相■■傷壬撫るこ  

とができもシステム竃●嘉する．  

（5）事1■義Ot暮■による暮■書棚竃■】■  

丁 暮≠■付の■求事嘉の迅■な孤t壬■ること．  

（5〉亨≡≡tO＝≡壬に上る■霊事…暮な■t  
に暮るR■暮暮■ナるた■にとるぺき■t   

ア・■ま事義○迅▲な▲tを■ろため、■生労●大臣   

に■攣的義手劇■Ⅷに■すろ■土豪●し出引こ義た   

り、真の文暮暮■生芳●大臣に1出する．  

①■出された■析暮■○●射手行い、暮♯が必t  
と書められる■倉には、■儀する■■■■や義  
義暮書に対して、モのヰ出音素め、●られた圃  

讐文暮  
◎ヰ出された■断暮■竃着用し、鴨井＃lこ作成し  

た■■纏▲■丁義   
⑳■貴書付の■虞内●について、ヰ出されたt≠  

に暮づさ、■■の義flぴ■傭事■尊書■暮・  
暮tした■暮■曾●   

イ・★震から支●・不文●決走fでの■書的事轟側t   
欄間（■生労■響における■攣的義事的¶蒙壬行う   

欄M壬●七．）キ○ケ月とナろ。ただし、■攣的■事   

的■断■¢ため、■象●、■■義■■に射し、1加・   

■足★♯1ぴ■暮が曲事とされ、事轟外書壬行うこ   

とができなかった期蘭書については■くものとする．  

2●■■の鷺儀に応じ、■事的霊事的れ断毛行う   

■生労■曹との■¶モ分象1■ナ．  

（8）空文≡tOt暮●に▲る書象事暮○迅暮な■t  
に■もP●蓋1■ナるた■にとるぺ倉檜t   

T・■求事■の迅遭な如t書■iため、■董芳●大臣   
に■事由暮攣欄疇Ⅷに■ナる網走書■し出引こ■た   
り、引書♯含水の文暮★■生芳■大臣に書出ナる。  
（D■出された■■●讐の●鰍毛布い、責♯が仏事  

とtめられる■含に烏L■儀ナも■■●■や■  
遭義書にガして、モの■出手戎虻、書られた凪  
書文●   

◎■出された●■暮尊書活用し、特集劉lこ♯成し  

たt■鐘ユー事義   

①t済●付の■求内書について、■出された責鶉  
に▲づき、事暮の義丁及び■セ事儀l尊を■暮・  

暮■した■董●告■   

イ・■まから支●・不文●決定書での■事納事欝処糧   

欄内（■生芳■犠における■事的嘉事的網走壬行う   

＃間書●む。〉書8ケ月とナる。ただし、■攣的纂攣   

的蠣■●のため、★求書、■t■■書に＃し、遭加・   

■足暮鶉1ぴ■霊が必霊とされ、事書処tを行うこ   
とができなかった期間■については■くものとする。  

イ ■書的事轟ねt期間く■生労●曽におけも■事的   
轟事由¶走書行う欄M壬■℃．）抑＝文●・不支●幾   

重t替る件暮壬■加させること．（ただし、書攣的＋   

攣的¶断■のため、■簾書、■■●■事に射し、遭   

加・■足暮♯及び■暮があーとされ、事書血書象行   
うことができなかった■の期何については■く．）  

イ・■♯から支●・不支●鋏土手での●事的事書孤■   

鋼巾（■生芳●■における■攣的■攣劇■土手行う   

蝿M暮●む．）書8ケ月とし、■生労●儀との1義手   

■りつつ、上モアの■霊・暮■をa■に行うととも   

に支■・不文●決士の事薔処t方法士魂暮ナること   

により、中期日■■M■丁ヰまでに、■事l叫用亜   

暮期蘭軸こ支●・不支鎗t鏡走ナる♯暮書全■求霹   

■の60％以上とナる．   

・ただし、■攣的■事釣れボーのため、■求義、■   

■暮■書に射し、1加・■足t≠1ぴ■董が必事と   

され、事書孤t毛行うことがでさなかった■の期M   

については■くものとナる．  

・ナ象鴨■は大■に■加しているが、引書tき、t   

繍●付霊書○わt♯■の■化壬■るとともに、■生   

労●大臣のalなIl土手★め、■■的事轟ねt趨向   

州こ支■・不文■の幾重鴨■の書加檻■る．   

・支●・不文●決定に儀る事義処■について、迅■   

勤■他書●るための方千書■生芳●曹と引きtき義   

肘ナる．   

（○〉●∩■○暮暮書1じた暮■鵬▲○■1に  

tる日■書1■ナろた轟にとるペき書t  

●書内の鴨■∩との▲儀t■り、檜にt繍真義に  

・義糊付暮書のね■体■の濃化を、引さ義き申る   

とともに、■生労●大臣の迅重な網走壬求め、■事   

的事書血書欄内内の支●・不支■の決定♯■の増加   

モ■る。   

・王輪・不支♯決定に優る事轟処書について、迅遽   

熟事化岨阿るための方薫象■生労●書と引さ♯さ檎   

射する。   

（●）暮∩■○暮■書1じた■tl珊暮○暮▲に  

義貞眉■藍暮■すもた月にとるぺき徽t  

暮■内の鶴■Mと吼劃別目的㌧●に義オ暮書に   

（○〉●∩■○暮暮暮1じた暮■な■t伝▲Ot暮  

■義内の各鴨∩との1義書■り、糠に■責義轟にお  

（○）●∩■lO■義t■じた■■な芸芸芸濃Ot暮に  

tるロ●奮；■■ナろためにとる■くさ■t  

t●内の各鴨Mとの▲義奮闘り、書にt済暮書に  



ける●付事Il暮安全＃薫■∩に暮切に愴■t慎ナるこ  
と．   

く7）iiii●に■する■棚＝■す■■■  

tt■牡事義において、徽繍鎗付彙書書の義書■暮  
書に■ナも■霊○■暮について●廿し、モの●甘嶋礪  

書■fえ、■暮壬行うこと．  

おけも●付事Ilについては、■人愴■に■■しつつ   

安全媚t■Mに暮切に什t牡供ナる。   

（丁）iiii■に■する■暮○★暮l＝ する暮Ilに  
義る日暮書暮■するためにとる一く蕾暮t  

t糊付t●事のt暮鼻t■に■ナも■暮につい   
て、モの内●、ガ■暮書モの★義方法について平■  

1¢年よ利こ●甘藍行い、モの●肘■t書■fえ、   
平虞17年よ中に義書★暮■に■ナも■暮蓋行う。  

おいては、■走Il共において●られた惰■書、t人   

僧tにモ▲しつつ貴会対義■Mに暮切に濃供ナる．   

（丁）鞭暮■に■する■暮○■暮lこ■丁る■llに  
tるF暮書暮■ナるた鴫にとる一くき書t  

■嘉島011作用による■■義●集暮■霊¢■t書   
手書fえ、暮暮で●少な■■■書●に＃ナる00L   
内上薫■書●鮒ナるための責≠奮●る■▲研彙事義   

手集■ナる．  

おいては、網走鈷tにおいて書られた惰■を、■人   

僧■に■■しつつ安全対義■Mに■切に■供ナる。   

（7）柑■■に■ナる■…■に■する抽に  
■■一書書暮■するた鴫収とる■くき書t  

■嘉島のれ作用によるt■t書■暮tl暮の鈷集書   
手書fえ、1義で書少な■■義書■に封する00L   
内上暮■書●肘するための★れ書縛る■董研彙●暮   

士別書■さ責暮する。なお、■嘉島の■什用による   
t■義書★暮■暮♯兼暮■fえて、事1の轟かった   
事事手中心に、■≠書の暮1を■きながら■尉を行   

う。   

（8〉スモン▲暮▲ぴ▲棚によるHIV轟■暮■  
に蠍すろt先王■暮暮■○劃な彙■lこ儀尾月■t濃  
■ナるた鵬にとる■くさ檜t  

スモン▲書に鋼寸1‖馴托支■霊暮1び血濃暮州に   

よろHIV■農■■に対ナるt粍●付嘉薔の彙▲に   
当たっては、引虻■書■人情■に●にE■し、彙託   

興釣の内専に暮づき、1切に義書手行う．   

2 榊義書1び安全＃暮暮書  

（○）スモン▲暮1ぴ▲▲■■に■るHIV■■■■  
に＃ナる批■嘉書■○：■■な大■  

スモン▲●1ぴ▲★義★によろHlV■■暮事に媚  
ナも彙耗支払義書書書■切に★▲ナもこと。  

（○）スモン▲暮1ぴ▲舶によるHlV■榊  
に升ナろt帆暮脚な彙■仁儀尾月■書暮  
■すもた■にとる■くき■t  

スモン▲雷に対する彙耗支■暮書1ぴ▲濃■州に   

よるHIV轟虫■■に射ナる彙託始付暮書の■▲に   
■たってlよ、●人情tに●にモ■し、■概算勤の内   

書に▲づき、嘉切に暮書善行う．   

安 芸三等暮暮1び安全州暮暮  

●暮書嘉轟1び安全＃鷺義轟については、■昆が、   

■■的水事にある■嘉島・■■■●を安心して用い   

もことができるよう、よりよい■＋鳥・■■●●壬   

より■く安全に■■1●に■けるとともに、■■晶・   

■■●●が■正に仕用されること書■tし、徽■書   

生上のt■■生の肪止、集生●の的t・品濃な対応   
喜市い、■嘉島・■■■●がモのせ●キよりt欄に   

わたって集たナことができるよう、欄暮・■暮と市   
tt安全対★の♯七壬■化すtとともlこ、これら手   
書■的に▲■させるため、以下の櫓t書とることと   

ナる．  

fた、暮倉≠事故鞭■暮の暮九1●に暮づき、承   
書暮董の品濃化にtり■むこととナる．  

（8〉スモン▲暮1ぴ」■細に■るHIV■■雷■  
に＃するt先王■■脚な柵こ■る日●象暮  
■ナるた鴫にとる■くさ書t  

スモン▲■に対する彙粍支■霊薔1び血凛■州に   

よるHlV■♯●■に射する王統■付義鶉の■■に   
⇒たっては、■人情■に特にE■し、曇耗集勤の内   

書に暮づき、濃切に義着意行う．   

2 壬三等暮書▲び安全＃■霊義  
－
－
『
「
－
 
 

2 ●暮●暮書1び中量媚暮義  

●董書■書よび安全媚暮嘉轟については、■よが、   

■■曲水■にある■暮晶・■■■暮書安心して用い   
ることがで替ろよう、よりよい■嘉島・■■●●書   

より●く安全に■■t■に■けるとともに、■＋島・   

■■●暮が1正にt用されること壬■暮し、tt書   
生上の轟暮集生の防止、★生●の的■・迅iな対応   

書簡い、書嘉島・■■●●がモのt●をより■＃に   

わたって暮たナことがで書るようにナることが1丁   

でぁる．  

このような考え方書書まえ、相■・雷量と簡■t   

安全ガtの体■毛■他ナるとともに、これらが■●   

的に1蠣し、以下の日■書■虞すること．  

霊た、■倉れ事扶餉■■の暮11●に暮づ倉、承   
1●tの迅虞側にtり♯むこと．   

（1）彙■llな■■■・■三三≡に鎗ナるアクセス○  

遭暮t   

ア ■員や■■■■暮が、モ○ニーズに即した先■的   
でかつ安全な■嘉島■■■■■のti手濃やかに事   
士し、モの1暮書t大■に書ることができろよう■   
儀すること．fた、このようなal他による■■企   
霊■の1暮もt書ナること．  

（り畑な■暮▲・■■」■■に蝉ナろアクセス○  
旭tにtる日■書暮■するためにとるペき■■   

▼・■よや■■■書書のニーズ象蝿■するため、讐■   
や書■■■●■との対蓼意義■すtとともに、ニー   

ズ■暮手鼻暮する。  

（1〉彙■嶋嘔■■▲・■慧≡に＃ナるアクセス○  

山tに■る自■暮暮■すろためにとるペき■t   

T・■■■儀■のこ－ズ檻た暮ナるため、事■や■■   

■傷雷との対露書■暮ナる．   

・平虞17年虞に■暮したニーズ■糞の＊よを暮に、   

書暮■集轟の書書薫■について、●書Iナろ。   

・的■な■暮手迅虞に行えるよ引こナるため、仏事  

（り集●lIな■■■・■彗≡≡に鎗ナるアクセスの  
迅暮tに■ろ日●蓋暮■すiた轟にとるべさ汁暮   

ア・■■■傷●のニーズ手た暮ナるため、攣さや■■   

■★■との対顔書引き■き★暮する．   

・平成17年よに★暮したニーズ■暮の鴨井モ暮に、   

●董蠣■轟の故暮暮■について、嶋村・集▲する．   

・的tな●査奮迅iに行えるようにするため、書書   



な●暮丁■の舞■書■り、●暮拝■の■他暮行う．  

併せて、●暮書義轟暮行t■●■■において、■■  
における■暮・鎗■糧■■の義轟の義行tt書行い、  
モのt暮書■鳩．  

・鎗■相暮1ぴ■暮○内●○暮●性t■るため、治  
■欄■1ぴ●暮t■一千ームで■暮ナる．  

鶉事鏡蠣曇■の暮1▲●暮■妻えた心事な雷董■■  
○舞■暮■り、■暮体■の■化舌行う．併せて、■  

暮■暮義▲行tt■■▲において、■■における■  
暮・檜■爛■書の義轟の暮行t書書行い、モの鵡雷  
手■る．   

・治■椙■よぴ■暮の内●の暮合性象印るため、治  

●相■▲ぴ●義士■－チー▲で■▲する．  

・治■欄■及び●暮の内讐の暮合性手血もため、治   

■欄■1び●暮手■一千ームで■嘉し、■tの迅膚   
化をH沌．   

・●暮の遭嘱化1び勤事化舌促暮ナるため、平虞1   

0年よに●暮の暮♯的な肴え方キ■■化する．   

・檜■相t、書義1び安全ガ薫義■の1■奮さらに   
暮化し、治■相■慮■から■麹性1び安全性に■す   

る■■藍行う仕■みモー戚21年よから書入ナるた   
めのガイダンス蓋千慮20年よ中に暮●ナる．   

イ 平▲16年4月1日以■の●tに書る●暮事書九   
t＃爛川‖引■は、次のとおりとナも．ただし、■暮   

事轟虹t鋼Mは、■生カー膚における●暮爛Mモも   
●むものである。このため、■t欄内壬■んだ下t   
の●霊事着払t期間の司■暮暮▲ナることがで書る   

よう、＋●●においては、●暮の迅▲他など暮書の   

書■書■ることとする．  

・●霊の凛欄化1び勤事化をセ1ナるため、平戚1   
書中虞に●暮の暮本的な考え方を嘱書他ナる．   

・澹■相暮、●暮1び安全対t■書の▲★をきらに   
■化し、治■相■緻■から■勤性及び安全性に■す   
る■■艦行う仕組み暮暮入ナるためのガイダンスの   
暮●に曽事ナる．   

イ・平■16事■月1日以■の中書に儀る■董事濃側   
t期Mの日書は、次のとおりとする．ただし、書暮   
■賽処t期Mは、■生労■■における暮暮期¶舌も   
ーむものである．  

fた、■■晶・■t■●の暮▲■光景■に儀るQ   
MP／OMS■暮については●董事書処t鋼Mに影   
■モ1ぱさないように処tナることをF●とし、こ   
のため、引きtきOMP／QM＄■暮の申■蜃濃切   
な書斯に行うこと書●書書に■■ナると共に暮遍府   

■が集暮すもQMP／Ql鵬＄■董がi切な鴫期に♯   
丁するよう事■ナる．   

・♯■嘉島lこついては、中期ヨ■期¶中書1じて、   

●暮事書処覆欄M12ケ月舌70I引払上、平成20   
年虞においては80％壬暮威するため、引さ牡き次   
の■甘み書行う。   

q）書■■島の承■●暮晶自の■りにより処tが円  
暮と1込蕾れる分■について、■暮チームの■  
■モーるなど●暮体■の吐牝毒口るとともに、  

集賽の熟事的暮暮のための歌書モロる。   
◎円精な暮暮書■暮ナるため■生身●竃と走期的  

に書暮方針書ttナるとともに、●■内の暮暮  
讐義書暮行tt■■士■において色事暮プロセ  
ス■の義書の▲鯵状況専を■証し、濃行ttの  
★▲モ行う．   

①暮暮・■暮■■暮tの1寸、■暮■▲≠■の事  
董姐■雷への■知、嘉書手■雷の暮●書により  

義書書■切にttする。   

・引き♯書QMP／QMS■t霊着艦■切にt■す   
るとともlこ、■董の迅■化・カー1ヒのための故●壬   

■る．   

イ こ○ため、平戚18年●月1日以■の●■に★も   
●霊事義カt轟M（「モのヰに承■された鼻月に書る   

■t■■■○わt●間Jtいう．）に■も■■日■（   
大■な■よ暮王、牡■惰書の義化など■外的な■合   
音■くi書●におけるF■．）壬■重し、義書の書●   
書■ること．また、熟事的な●重体■書■立するこ   
と．  

イ・平よ18年4月1日鳩■の●■に■る●暮事書亀   
t覿Mの自■hL次のとおりとする．ただし、■暮   
事書九t期MたL■生身■雷における●暮＃M書も   
●むものである．  

fた、■嘉島・■■■●の■暮f鷹靂1にtるQ   
MP／OM8■暮については■霊暮暮如t欄両lこお   
■藍1ぱさないように処暮ナることを日■とし、こ   

のためQMP／ql一会tl霊の¶■書■切な■蝿に行   
うことを●暮●に暮■ナると共に●遭■■が轟儀け   

るQMP／OMS■董が■切なヰ＃に■丁ナるよう   
丁ナナる。   

・■■■晶については、中期旧■期間中書iじて、   

■董事書轟t＃M12ケ月毛70ヽ以上、平虞20   
年よにおいては80％暮■慮するため、次のt■み   
t行う．   

q〉■■事島の承書●■鳥目○■りにより処■が由  

■とよ込暮れる分■について、●竃チームの■  

義書■るなど書雷体■の■化を｛鳩とともlこ、  

義轟○熟事－ql暮のための故事奮■る．   

◎円粛な■暮手★暮ナろため■生労●■と走期的  
に●董方かtl■ナるとともに、■■内の●暮  
響暮轟暮行tt≠■▲専において書■暮プロセ  
ス暮の暮書の▲鯵状況尊書●征し、暮行ttの  
★▲象行う．   

①■董・■暮■▲Ttの■寸、暮暮■暮惰●の暮  
董姐■雷への■知、嘉書手■●の暮■書により  

暮書手■切にttナる．   

・OMP／Ql疇＄■暮暮書書■切にt■するととも   
に、■董の迅■他・熟事他のための書●書■る。  
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・書■■晶については、中期日■1向中書iじて、  

事董事轟如■膿Ⅷ12ケ月を70％について暮戚ナ  
もこと竃■儀ナるとともに、中期帽■欄間＋丁■に  

は80†iについて暮戚する．  



・瞥■■■●についても、●暮事蜘暮欄M12ケ  
月喜平戚10ヰ土においては、70％についで▲虞  
するとともに、平成17年よ1ぴ18年よにおいて  
は、80％、千慮10年よ及び20年よにおいてたL  
90％について暮虞ナる．  

・書■■■■については、●霊■書九■期h12ケ  
月書80I引こついて■虞するため、漉の■■喜市う。  

①書■■■暮について、●円柱の1い勤書的な■  
暮が★暮でさろょうに、●暮烏8暮に書M分■  
の■なる■■名の■霊場■★ttナる書、暮暮  
体■の■化手■るとともに、義書の畿事的1■  
のための徽■t■る．   

◎円柵な●暮書■▲ナるため■生労■曽と虚欄的  
に■董方針モー■ナるとともlこ、義■内の●董  

■暮轟▲行tt暮1■■において魯■暮プロセ  
ス■の■書の▲鯵状況■壬●■し、暮行ttの  
集暮暮行う．   

③事暮・■暮彙▲事tの暮寸、■暮■遍惰tの●  
暮錮■■へ○■知、霊義手■暮の暮●書により  

暮書鐙■切にttナる。   

・QMP／QM＄■重義轟t■切にt■するととも  
に、■暮のa土化・熟事他のための改●書■る。  

・■暮の義書手暮において、●■暮♯Otの向上の  
ため、■嘉島1ぴ■暮■●の安全虻に■する■■摩  
賦■の稟▲の暮事に■ナる■●（■■晶及び■■■  

●QLP〉．■嘉島1ぴ■■■●の■康γ■の■暮の  
暮事に■ナる■●（■暮島1ぴ■■■●Q¢P）、■  
嘉島1ぴ■■■●の■濃t舞■の■暮及び賦■の■  
暮の暮事に■する竃●（正■晶及び…●QP＄  
P）モれfれに示される暮事1び償■性暮攣への暮  
食性■暮をカー1一に★▲ナる．  

・★■暮■●については、●董事轟轟t期Ⅶ12ケ  
月暮80％について■戚ナるため、引き■き次の書  
■★行う．   

①■■■■●について、書M性の書い鋤■的な雷  
董が■▲できるように、●t鳥目義に書M分■  
の■なる■■名の■暮岨鵠象ttナる専、■董  
♯■の事他書■るとともに、暮鴨の勤事的■暮  
のための徽■書■る。   

◎円柵な●暮壬■暮ナもため■生芳■書と走期的  
に■暮方針を書1するとともに、■■内の暮暮  
■真義▲行tl曇1■書において各●暮プロセ  
ス■の義書の暮鯵状況■をれ狂し、暮行t■の  
≠暮を行う．   

◎●暮・■暮≠暮Ttの濃守、●暮■1什■の●  
暮ヰ暮書への■知、義書手■暮の暮■蠣により  
■轟を濃切にt覆ナる。   

・引さ■さ、QMP／Ql鵬S■董嘉轟亀■側にt書  
するとともに、■董の迅■化・熟事化のための鵡儀  
檻円る．   

・暮暮の真書書■において、●t責料のTの向上、  

書事性及び僧＋性壬tセナるため、■嘉島1ぴ■■  
■●の安全性に■ナる絆■康F■の■▲の嘉事に■  
する曽◆（■雛鳥1ぴ■■■●QLP）、■■晶及  
び■■■●の■床賦■の■義の暮事に■ナる省●  

（■＋島及び■■■●QCP）、■嘉島及び蜃■■  
●の義▲t夷tの■董及び賦■の★▲の暮事に■ナ  
る竃●（■嘉島1ぴ■■■■QPSP）モれぞれに  
示される暮事1ぴ●ナ★料の償事性の▲事への1合  
性■董豊熟事的に★▲ナる。   

・引さ●き■生労●著が行う■■■■の議書暮■書  

の作成にtカナる。   

・■生労●大臣が柵彙したt先雷董の対■義晶につ  

いて、中期旧■期M♯丁鴫までに、■嘉島について  
は●董事薔処書期MOケ月書50Iもについて、また  
■■■●については、暮暮事書仏書爛MOケ月を  
70I引こついて暮戚ナること暮8■として真義ナる  
ため、引き■き次の最tみを行う．  

（D●暮チームの■■象■るなど■暮体■の鎗北馬  

■るとともに、薫轟の熟事的1■のための故●  
を■る．   

◎円オな暮暮壬■暮するため■生労■曽と走期的  
に暮暮方針壬t暮ナるとともに、■■内の暮暮  
書暮書暮行t礪義■士書において書●董プロセ  
ス義の義暮の▲鯵状況■モ●狂し、1行ttの  
■▲古市う．   
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・■生労■竃が行うー書●●の承■▲事■の作成に  

協力ナる。   

・■生労■大臣が柵重したt先●暮の対■■ふにつ  

いて、中期目■期M■丁■fでに、■嘉島について  
は●董事轟如■鋼MOケ月書50，引こついて、fた  
■■■●については、■霊事薔仙t欄Ⅶ○ケ月を  
70I引こついて▲虞ナることキヨ■として★▲ナる  
ため、次のt■み手行う．   

①暮暮チームの■■蓋■‖いとと■暮体■の濃化蓋  
■るとともに、義轟の麹事的暮暮のための改●  

を■る．   

◎円オな●董蓋■▲ナるため■生労■傷と走欄的  
に●暮方針書t■ナるとともに、■■内の●暮  
書義春▲行t■義■▲専において書書暮プロセ  
ス暮の暮暮の▲鯵状親書手●Ⅱし、▲行ttの  
■▲手行う．  

・■生芳●大臣が柵走したt先●暮のガ■■島につ  
いて、中期唱■期M■丁■fでに、■嘉島l＝ついて  
lま、■暮事書轟t期M8ケ月毛50％について、豪  
た■■●■については、●董事書如■期¶○ケ月書  

70†引こついて■威する．  



◎●暮・■暮井暮ftの1甘、■董■■什■の暮暮  
1■■へOJl知、霊書手■暮○暮■■により暮  
事象1切にttナる。   

ウ・lCH・8HTFの1暮●■■や■M暮■｛讐に   
書■的に●加ナるとともに、l¢H・QHTFにお   
いて日巣Eリーが倉暮した●暮データの作■暮攣■   

の■書的な▲事モの■■■暮■とわが｛の暮事との   

暮■牲・■和書■▲ナる。  
fた、■生芳■■と鶴▲の上、集■やEUと共■し   

て相暮や●霊、貴重対tを行うための什■交■■の体  
Il舌先■す■る。  

◎●暮・■暮★暮事tの■寸、暮董■▲≠tの●  
義絶■●への■知、真書事1暮の暮●■により  
義義士■切にtlナる．   

ウ・l¢H・OHTFの■■暮1■や■M■彙t■に   
t4的．＝＋加ナるととも（＝、ICH・QHTFl＝お   
いて日兼EU尊が倉暮した●暮データの作慮暮攣書   
の■■的な暮事モの■■■暮攣とわが■の暮事との   
暮食性・■和書引さ■き榔ナる．  

★た、■生労●傷と嶋暮の上、引さ■蕾米｛やE   

Uと共■して欄暮や●暮、安全謝薫を行うための惰   

t交■■の体■舌先集ナる．   

・10H／PD（‖こおける倉暮事■を暮まえ、日本   
義■方∫纂作虞暮鶉の鞭1を閂る。   

・■生労●■が▲めている8本とECとの何の憂■   
晶QMPに■ナるMRAの対■■■の拡大のための   
文さに≠カナる．   

・■■共■治■の≠暮書姓暮するため、F■デザイ   

ンや■暮▲などに■するガイダンスを暮●ナる．  

・暮轟象■においては、■■的な■肉藍■fえ、■   

●暮欄Mについても■tしttする．●■書■の檜   
ち■何の1■書による■■董＃何の虹■書目細して   

●暮烏口の潜▼の押■のため、●■書■の書由によ   

り●暮が潜■していも●■のれり下け柵書専を行う。  

書た、勤事的な書暮義薔のために、引き♯き仏事   
な書射手行う．  

fた、曙和¢0年10月1E■集t欄60号■生   
竃轟鶉■よ1知「■書的事書処t期間の■走■につ   
いてJに暮づき、平虞16年4月以■に●甘される   
t彙蜃嘉島の■書的事書血書期M12ケ月、平成1   
8年4月以■に申■される－■用■■晶の■書的事   
轟轟膚膿皿＝0ケ月、平成18年4月崩■に●書さ   
れもー轟●外晶の■書的事静処書期憫¢ケ月蓋■寸   

ナるため、1t、事暮・■霊★▲事t、暮書手■暮   
の1暮し■壬行い、●暮事書如■納Mの暮虞にかか   
ろ自己■■の真義、●暮事轟側■≠M旧■の暮虞状   

況の暮霊場義■への■知尊により、引さ♯き▲轟壬   
1切にttする．   

・プロジェクトマネジメントの書入に向け、機材を   
1め、輌■■晶の一義の分■において、獣行を■輪   

する。   

エ・t先治■相■■慮において、引き♯きt農相■、   

事蘭●tl≠暮暮尊書■切に★暮し、承■●■手で   

ウ 豪■嘉島については、中■P■＃¶讐丁■に駄   
次＃中1日●鋼Mにおいて、■暮暮期Ⅶ（モの年に   
承1されたAFにtる●暮■■■の処理晴間1ぴ■   
暮■の処t●M）餐も月●とで蕾もよう書t旬胡膚   
他に舞めること．  

ウ・lCHにおいて日兼EUが倉嘉した■暮チータの   
惰■暮事などの■■的な暮事モの書■■暮事との暮   
食性・■和書榔ナる．  

・■■共■鎗●の■▲象穐▲ナるため、仲子サイ  
ンなどに■ナるガイダンス喜平慮10年虞中に暮■  
ナる．   

・霊書t●においては、中＃日■欄Ⅷ優■じて、■  
■的な■肉壬■fえ、■●暮＃Mについても■雫虞  
暮暮しつつ、■暮鳥目の＃■手押■し、触■的な■  

董♯■とナる．  
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・暮暮■■においては、■■的な111象■fえ、■  
●董欄何についても■tしttナる．●■■■の檜  
ち■何の叫■による暮●暮＃M¢測を日櫓して  
●霊鳥日の膚▼の卿■のため、●■■■のt由によ  
り●暮が漕■している●書のtり下け檜■■書行う   

fた、カ＋的な書暮真書のために、引き義き仏事  
な義封書行う．   

fた、疇和¢0年10月1日義集★060号■生  
傷義義■ti知「■書的事書血書納Mの職責■につ  
いてJに暮づき、平成18年4月以■に●■される  
t集■■島¢■事的事書孤t禦¶12ケ月、早鐘1  
8年4月鼠■に●ナされる－■用■暮晶の■書的事  
書轟t期間10ケ月、平虞16事■月以■に●暮さ  
れも■暮■外晶の■事的■賽鶉t欄MOケ月書■何  
ナろため、■▲、■暮・■暮■暮事t、義書手■●  
の1暮し書書行い、暮暮事書九■鋼Mの■虞にかか  
るさ己■●○■嘉、●暮事書■t期M日■の■■状  
況の●暮1■暮への■知書により、義事象1切にt  
tナる．  

・平成20年よから、雛■■晶の書董チームごとに   

▲行t■慮餉■に行うため、プロジェクトマネジメ   

ント餐書入ナる．   

エ・t先澹■相■■よモ■毅し、t先欄■、事蘭●ナ   

★≠義書書書★暮し、承■●暮fでに九■書■慎ナ  エ ●ナ愴胡■蓋充集し、■用性和いと期■される  ■義ふ・■●■●については、t先的に鎗■相t鐙  エ・t先鎗■相■■よにおいて、t先相■、事鱒●■  暮■■t書キ1切に■暮し、雫書●■fでの繍尊に  



稟暮し、講書に王る■蘭書書■ナること．  る■▲モ■加させる。   

・鎗■相暮の●し込みから＃下相■fでの欄Mやt  
先治■禰■の♯1曲日射▼tで○■M関目引■■し、  

鎗■檎■の手■倉の迅暮化モーる．●に、蠣■＋晶  

については、平■20年▲に年間網■20件の鶴t  
■カモ■●ナるとともに、鎗■相■の●し込みから  

ガT相■fでの鋼M書2ケ月■よに側ナる．  

努める。   

・鞭■＋晶について鎗●相暮租▲■の■▲暮■り、   

絢2ヰ0件の虹tt力象■●ナる。   

・t先よの■いものから鎗■欄■書集暮すも■豪的   

な方式手引書暮蕾行うとともに、すぺての鎗■相■   
○書■に＃応できろよう媚十手■じる。   

・↑■な書の治■椙1やグロー′くル鎗■へのガ応な   

ど、■韓な相■への＃応鐙▲めろ。   

・轟暮暮t、暮書手l■雷の1■し書手行い、一日断絶   

■からセ■■慶事での期何の暮虞にかかる自己■●   

の集▲、日■の暮■状況の欄■せ■■への■知、槍   
■州‖■の■▲方法やモ■♯■方鎗○隷書疇により、   
義義士l切にttナる．  

入♯的には、＃書IRlからモ■■土手での■M   
8011書日豪10％について、t先封下血t櫓定員   
戸の書1申8樹下助tまでの≠M30■■日豪50   
％について▲■する。   

オ・バイオ・ゲノムといった先■捜鞭○■■について   
は、■tな知1書書ナる外書書∩暮を活用すろとと   
もに、暮伝手書み■えワクチン・■生■t■書抜鞭   

手広用した■■にtろ■の■■≠針○僧■へのt力   
及び■★企義尊に鎗ナる劇t手先六ナる．   

（2）榊暮書1び蒙全＃t暮暮○■■牡○■上に  
tる自●書暮■ナるためにとiぺき■■  

の柵響に努める。   

・靡■＋鳥について治■相■せ■薔の■1艦内り、   

絢280♯の血書tカモ■tナる。   

・t先よの轟いものから治■相■鑑真暮ナる■塵的   

な方式手引書縫き行うとともに、ナベての治■相■   
の書■に対応できるよう媚薫モーじる．   

・t■な■の治■椙■やグロー′くル鎗●への対応な   

ど、引き■曹■犠な欄暮への対応を暮める．   

・■暮暮t、暮書手1■雷の1暮し書手行い、対下欄   

暮からt■■走fでの鞠¶の濃慮にかかる自己▲●   
の★暮、目■の暮■状況の欄■楓■■への月知、治   
■楕■の■暮方法やモ■♯戚方法の改暮事に上り、   
義轟竃遍切にt書ナる．  

1♯的には、＃膏IRlから電暮義走妻での拗Ⅶ   
30■l書日書10％について、t先対t助t柵定員   
自の★1回目対丁助Tfでの期Ⅶ30■書日を50   
％について、引き■き暮戚ナる。   

オ・バイオ・ゲノムといった先■鼓鞭の■■について   
は、引き■書轟tな知1を■ナる外群書M徽を活用   
するとともに、暮伝手■み■えワクチン・書生■■   
■事故千古応用した暮鳥に■る■の■■汁がの作成   
へのt力量び■集企暮書に対する助丁壬充鼻ナる。   

（2）暮暮■義書1び酬暮書○●■丘○■上に  
暮ろF●書暮■丁るためにとるペき書t  

オ バイオ・ゲノムといった先■技蠣○▲暮な彙■象   
徴■に入れ、この分■における繍●・●暮捜鞭水事   

象｛上ナること．  

オ バイオ・ゲノムといった先■技鞭の■■について   
は、中期目■月間書iじ、嘉よな軋■壬■ナも外■   

書M■を着用ナるとともに、書扶鞭毛応用した■晶   

に書ろ■の■書檜か○作■にtカーる。  

I
－
↓
－
－
 
 （2〉暮暮■暮轟1び貴重＃鷺嘉棚○■上  

暮暮疇霊暮1び責全村薫嘉轟の愴■性喜一■向上さ  
せることにより、中農や■書■t書が安心してt用で  
さる■暮晶・■■■●書提慎ナること．   

丁 ■暮尊暮書及び安全対鸞纂書において、■■的に   
1ても■色のない水事の扶鞭■▲日豪書暮ナもため   

●■の技tの向上に舞めること。  

（乏）享三等轟書▲び拗暮嘉暮Ot■■○｛上に  
徽る白書奮暮■ナるためにとるべ蕾■t  

丁・■暮鴨義轟1び安全対義嘉暮の暮の内上手■るた   

め、暮書■のヨ■に応じて弗t的に礪●の■▲書提   

供ナるため旬書たな甘●プログラム手中虞1腋年虞   

中に暮●し、●■の技■の向上暮■る．  

丁・暮暮専暮轟1び安全＃暮轟薔の■の両上手■るた   

れ書M性の書い■1舌肘▼的に♯用ナる．義轟¶   
の目■に応じて内■での計●1び外■■■の活用に   

より、蔦暮的に■●の■■書提供ナるとともに、書   

Mt■■のリーダーによも徽T・繍書■を行うこと   
により、■■の捜■の両上手■る。  

丁・★外1における■■や楓義■▲からの暮1書も■   
fえ、内■での研●1び外榊■舌■■的に着用し、   
暮隷書の日■に応じて■暮的な研●の●▲を♯犠ナ   

るための靡たなす●ブログラム書暮■ナるなど、研   

●体纂の－■の充鼻毛■る．   

・書ntlごとのリーダーによろ■▼・繍礪■を行   
うことにより、■■の醜tの向上モーる。   

・引さ♯き、QMP／qMS■t絶■書の暮t研●   
の六▲書による■重体■の義●を暮める．   

・QMP／QMS■暮に儀る相t轟臼の円滑な暮用   
を『る。   

・引さ書さ、QMP／OMS■董艶■書の■■・■  

書計●の■暮による■暮体■の■●書暮める。   

・QMP／OMS■暮に書る相■■口整数tして、  

●■書のt土豪凸る．  



・fた、■1の■M性象■檜ナるため、九欄間で■  
なる分■¢義賽に■■しない書の■■壬行う．   

・1切な軋■鐙書ナる外●の■M■書斎用ナる．  

・暮暮の■的内上手■る鉾■手書義ナるため、●暮  

蠣暮暮1び安全対暮義書に■ナる惰■壬¶川計ーると  

ともに、これら義轟象円柵に行うための僧t支1シ  
スナム寺平虞18年よfでに■■ナる。   

・●暮書真義1び貴会＃★暮書に■し、中期日■＃  
¶舌1じ、■糞の■■■■との■■の■化t■るの  
みならす、檜■が■▲されていろアジア書■の蝿■  
義■との暮簾も檜▲ナも．  

・●■の■M性をt檜すもため、1＃Mで■なも分   
■の義轟に1■しない書の■■壬行う．   

・暮切な知1壬★ナる外書の書M書手着用ナる．  

・●暮の■的内上鐙■る体■壬■義ナろため、●暮   

讐暮書1び貴会対暮義轟に■ナる愴■書■絢ナると   

ともに、これら義書手円柵に行うための愴■文■シ   
ステムの■義手1める。   

・■■■t■任○租■■■の先集、書■生の薫■・   

t入●喜寿用し、●霊■義書1び安全対義▲書に■   
し、■♯の九■■■とOi義○■化書■るのみなら   

す、治●が★暮されているアジ▼汁■の1■■■と   

の■■書姓1ナる。   

・アジア★■の洗■■■との1義象札1するため、   

本年日本で■tされる■暮島■レギュラトリー・サ   

イエンスに■ナるAPE【〉ネットワーク■■の■●   

象、■生労●■とともに主tナる．   

・Ple／＄1ぴISPE専の■■へ●加すjこと   
により、OMP／QMS■暮方法の鶉外とのt合性・   
■和竃杜▲するとともに．惰tの交■鐙■る。  

イ・ゲ′ム毛利用した■嘉島■■など書隷書竃応用し   
た1晶に書る■の■■檜針の作慮にtカーる。  

・■■の書M性をt檜ナるため、引き■き妊期何で  
■なろ分■の義轟に■■しない専のE■奮行う。   

・1切な知1藍書ナる外書の書円書手引さ■さ活用  
ナろ。   

・■暮の書的向上舌■る♯■を■暮ナるため、●糞  

書義書1び安全対暮嘉書に■ナる慎●i義絶すると  
ともlこ、これら真書手円柵に行うため、仏事となる  

蘭■支■システムを引き♯さ●義し、暮●モ▲める．   

・■■■儀■任の鵡■■■の充≠、書●生の漬遭・  

貴人書手着用し、●暮■暮書1び安全対義■轟に■  
し、■米の1■■■と¢1よの■化書円るのみなら  
す、治●が★▲されているアジ▼■｛の♯■当■と  

の暮■手引きt曹榔ナる．  

・Pl¢／S及び】SPE疇の彙■へ●加ナること   

により、引倉●さQMP／QM8■暮方法の■外と   

の暮合性・■和を穐▲ナるとともに、惰●の交■毛   

■る．   

イ・ゲノム書鞠用した■嘉島■書など事往事を応用し   
た暮晶に書る■の■事穐針の作戚に引き義き協力す   
る．  

－
－
ゴ
N
－
 
 

イ ▲書モれぞれの●性に書目し、■■■書にtも■   
熟でかつ安全な■■象♯僕でさもょうな醜鞘や上島   
に書る治●が円滑に稟暮できるよ引こ支撫ナるとと   

もに、■書鼓蠣暮晶にtる暮暮暮円オに真義ナるこ   
と．  

イ・中期順■欄M壬iじ、ゲノム舎利用した■嘉島■   
■など■技蠣奮応用した義島に書る■の■■繍針の   
作慮に協力ナる．  

・中期日■期間モ1じ、■内における麹■の責欄傭  

上蓋円るため、■■■■事における集■■暮書手緻  

まえ、1正な鎗■の暮1についての書■を行う．  

・■内l＝おける治●の暮納内上壬■るため、■■■   

■■における＃■■暮の舞★■書■るとともに、こ   

れ暮■fえ、暮正な治●の書1について、ホームペ   
ージ、広●■の活用により、■暮■傷■、▲義への   

書貴書行うほか、各■簾田♯との■■に青める．   

ウ・■農に財ナる義書の遭明他キー▲するため、■生   
労■■と暮力し、■■企轟のt■と協力モーて、承   

ttiやかに■暮晶・■■■●惰●♯供ホームペー   
ジに蠣書■島1び書■■暮●の●暮●書暮や書暮承   

t惰■■象■tナるとともに、書嘉島のれ作用■烏   
のラインリストによる公■壬行うt王か、■生労■竃   

と協力し、そのt暮暮書暮義1び貴会対暮真義に傷   
も什●暮iやかに♯銚ナる．  

・■内lこおける治tの暮的向上を属ろため、■徽■   

■■における≠地■董の責■蠣を■るとともに、1   

正な麹■の暮1について、ホームページ、広t■の   
活用により、■暮■書書、▲●への書彙を行うほか、   

各■t団♯との▲義に舞める。   

ウ・■員に＃ナる暮書の遭明化を穐▲するため、■生   

労■曹とt力し、■t企義のt■とtカモ¶て、承   
t暮▲やかに■暮晶・■義■●惰書♯供ホームペー   

ジに書■暮▲1び蠣■■●●の●暮■告■や精義責   

t≠●■書■暮ナるとともに、¶作用・不1食●告   
のラインリストによも公■を引き■き行い、t書彙   

≡■■■ね¢ケ月での公義手日柵ナ．また、■■晶及   

び■■■■の暮攣に★る惰●壬♯供するとともに、   

■生労■儀と甘力し、モの■暮董■霊書1び安全対   

★義書にtる惰■壬▲やかに従僕ナる。   

ウ 書暮■義書1び安全ガ暮真義の遷巾化手札▲ナる   
こと．  

ウ 義書の丑剛ヒモー暮ナるため、■生芳■犠と協力   
し、■長■に射し、t朱書暮の鎗t手●む■暮t書   
●やモの■暮暮■暮義1び安全対義義書にtる惰■   
壬濃やかに■供ナる．  



・●■の暮暮■暮暮1び安全＃薫暮暮の鶉外への広   

■のため、暮暮t書暮書の藁鮎壬♯■し、当■蠣   
の美文ホームページにおいて公義ナる．   

エ・■■●●の●性から一驚の■倉で鼻生すも、蠣壇   

上の欠■とはtえない不▲合の先生事の絶■に努め、   

書事的な■■書■暮ナもため、tめ込み1ポート及   
び尤■■ステントについて僧●の収■を■暮し、■   

■方法の●肘手織▲ナる．   

・ペースメーカーなどのtめ込み1のリスクの書い   

トラッキング…●について、縫書的な不■合集   
生事書、■■●●の攣■状現に≠るデータ手職暮、   

■■ナるシステムの■嘉のため、■体的な■董方法   
壬●肘ナるとともに、システム■暮に着手ナる．   

・全霊や■■●■からt色される¶作用、不■倉■   

■t告書の職■、暮t、■董書について、引き■蕾   
必霊なt書システムの■tt曽■書円ろ．   

（さ）●●ttlぴ■■t】■■■○暮tに暮る白■豪  
1■するためにとるぺ倉徽t  

エ モの■●暮書暮書1び貴重＃暮義書のt■性¢由  上に暮ナも檜t書とろこと．  
エ・■■義●○廿性から－責の■倉で鶉生す■、■1   

上の欠■とはTえない不入倉の集生■書紀1し、中   
1日■欄鵬■丁●蕾でに不■含lこついて≠事的な■   

■t彙▲する♯■壬●暮ナも．  

エ・■■■■¢●性かも一象の■倉で★生ナる、■量   

上の欠欄とはtえない不▲曾○彙主事の畿義に書め、   

難事曲な■■書■暮ナるため、tめ込みモボート貴   

び丹■■ステントについて僧●の血轟1ぴ■■方縫   

の嶋欄t■▲ナる。   

・べ一スメーカーなどの■め込み1のリスクの轟い   

トラッキング■■■●について、書■胸な不■倉■   

生■■、■嘉●●の書■状現にtるチータ暮亀■、   

■儀サマシステムの■義のため、1体的な■董方法   

奮■甘ナろ．   

・企義や■■■■からt合されも■作用、不■倉■   

■t書■の槻、暮■、■董鴨について、必暮な■   
専システムの●t醜暮書書■る．   

（さ）●ttl■ぴ■暮t一触○■七にtる日■優  
暮■するた■にとるぺき書t  

・ペースメーカーなどの■め込み■のリスクの轟い  
トラッキング■■●●について、中■R■■M■丁  
ヰfでに縫■的な不▲倉集生事など■■■●○書●  
状況にtるデータ手職■、■■ナもシステム鐙暮●  
ナる．  

（さ）■●ttl 鮒■■■○暮七  

■嘉島・■■■●O七月における¶作用讐のリスク  
壬円■し、¶僧用■彙生■の■】l対応のための■t■  

の鳥●tt（リスクマネジメント）♯■書■化ナるこ  
と．   

ア 暮tの■作用什■に書たな■遍牲書1いだし、書   
1の安全性惰●の集1・解析暮行う手法手書責、■   
入ナること．  

（8〉■tt批び■■■一書■○■tに■る日■書  
1■rるた■にとるペ虐■t  

－
－
ゴ
｝
－
 
 

丁 事義手鐘の■入   
義■の企■から収■したH作用書簡●t用いて、   

¶作用手■1に鶉1し、モの＊ホ防止t書■するた   
め、データマイニング手法く企義や■暮■■書から   
■告壬彙けた1作用書簡tについてt肘的に蠣析し、   
■lllこ●肘ナベさ■作用■■を■出ナも手鐘など）   

モー彙し辛虞10年よtでに事瞳壬■立し、中期僧   
■れ和義丁■tでに貴会対義義書に■入ナる．fた、   

このような体■の暮●状況については、1t、公■   
することとナる．   

イ ★■■■■■ネットワークの蠣暮   
れ作用惰■の靡析の■よ奮嘉めるため、■生芳●   

響とのt力、■暮■♯Mとの暮撫により、●責の轟   
カ■、●薫の品目、鴨走の■▲暮に■■■■書■■   

化し、僧●t一丈期¶■＝＝轟中的に収暮する什tせ   

▲■▲■■■■ネットワーク書■生芳●曽と協力ナ   

もことにより中期日■期M書丁■fでに■義す勺．  
豪た、この事ットワークに●加する■暮■■に射   

し．■■■暮■■の■tにtTる●責の■▲■書に   
おける■作用≠■や■正七月に■ナる惰t艦▲▲的   

に♯供する．  

丁 群集手法の暮入   
■■の企轟から職■した■♯用■惰儀七月いて、   

■作用書●≠に彙よし、モの集ホ防止暮蓋■するた   

め、チータマイニンダ手法（企霊や■■■■から■   

舌手貴けた■作用書簡■について■静的に靡析し、   
■■に●甘ナベ曹■作用■■壬■出ナも亨建など）   

について、1体的事ま蓋●甘ナる。  

fた、チータマイニング手法■書書Mに行う体■   
書暮●ナるとともに、引き義さ●肘状況については、   

暮土、公義する。   

イ ■■■■■■ネットワークの■暮  
¶作用僧■の靡ポの■▲書嘉めるため、●暮■M   

と暮■し、●走の義鎗■、●たのふ昌、●走の■▲   

暮に■■■■書■●化し、僧■書一丈榊M内l＝義中   

的に根義fも惰t血暮■■■■■■ネットワークの   
■tのための●肘竃■生労●■とt力して稟暮ナも．  

統がん州債用■建に■しては、■■して★t■暮   

壬行うとともに、小鷹轟●■鐘に■しては、■付文   

●に小児への安全性が■立していない書とt■され   

ているもの昭ついて、■■となる■■■■書■■し、   
安全性惰●の収■書蓋■鎗する．  

丁 群集手鏡の事入  
t■の企轟から根▲した■作用事情tモ用いて、   

■♯用奮■轟に舞1し、モの未熟防止暮書■する   

ため、チータマイニング手法（企暮や■■■■か   

ら●古書iけた■作用書簡tについて♯肘的に蠣   
析し、欝■に■榊すぺき■作用丘■を♯出する手   
法など〉について、これまでの●肘をもとに1体   

的なシステムの■■暮行う．   

なお、霊轟の▲鯵状況についてlよ、1土、公轟ナる。  

イ ▲▲…■ネットワークの■■  
¶作用惰■の■析の♯よ書嘉めるため、●暮♯円   

とi■し、●走の義勤■、●走の最戸、廿鷹の■▲   

暮に■■●■壬■■化し、≠tモー責欄M内に集中   
的に収▲ナる惰t収■■▲■■■■ネットワークの   

■tのための檎肘毛■生労●曽とt力して1▲ナる。  
統がんれ靡用■建に■しては、稟t■量を■丁し、   

■■・靡析壬行う．妻た、小児義■■法に■しては、   

暮貞となる書■●■からの安全性僧■の収▲書の■   

暮書引さ■倉行い、■董を♯丁したものから1に■   

■・蠣析毛★暮する。   

イ 簡貞tOt用■○安全対■の▲▲他舌■るため、   
■義▲檻■暮■t●がtlにt用ナもような簡tt   
安全体■に■ナる書暮システム藍す彙、書入ナもこ   
と．  



ウIT技鞭○着用書による鋤事的・触1餉な安全性  什t■○血暮書■ること．  
ウ ■作用・不■書簡■■t告のt手化  

・■＋鳥の■作用・■♯■書簡■について、平成1   

5年10月に■■したt遭について、tlしやすい   
■■壬暮●するとともに、全霊にt力量傭暮し、中   

納戸■＃M●丁■fでにt濃化事鐙年平均80Ii以   
上とナる．   

・■■■■、轟■■からのH僧用・■■丘専●告に   

ついて、■生芳●雷ポインターネット縫由でttに   
t書が行えるようなシステム手■鶉ナることとして   

いるが、このシスナムによる■●が■■ナると■■   

に、■生芳■曽とのMの惰●九tはオンラインで行   
うこととナる．   

エ 什■のフィードバック蠣に上る竹上t安曇♯■の   
■立   
く企霊へのフィードバック＞  

・企義における九■tt体■の兼★に薫ナるため、   

利別相川爛■丁■竃でに■■■■かち○■作用惰   
tや■全霊が■管した■嘉島の■什■惰●讐のうち   

自社暮烏に儀る惰tにアクセスで替るシステム壬■   

暮ナも．   

・fた、中期旧■■蘭を1じ、以下の義轟意義義す   

る。   
q〉簡t■暮の■董や■▲■■専における市■暮の  

什●書着用し、1薫な打作用の彙生予断、●期  
■1、1鷺化暮紡止する対暮について、企嘉に  
ガナる相t嘉尊書■暮ナる．   

◎■暮員・■■●■の♯付文暮や▲書用汝明文暮  

の作成・改訂書企暮が自主的に行う■の欄■に  
ついてalに対応ナる．   

◎企暮の簡t■■晶l＝≠る轟●tl什Tに＃し、  
暮暮●暮書損義1び童全村薫轟書銀⇒が共■し  
て、助t書行う。   

⑳■■暮■においてより安全に■嘉島・■t■●  
が用いられること書日的とした義品濃■や1晶  
■先について分析し、相■暮賽及び●暮尊義書  

に1元ナる．  

◎この上うな暮鼻歌暮や霊鳥■■につき、ヒヤリ・  
ハット惰●専の分欄¶に暮づき、企暮に＃ナる  

相■真書壬集暮ナる．  

く■■■儀■へのフィードバック＞  

・■■■書■疇けの什■■供について以下の柵t暮   

■じる．  

①書■用■嘉島・■■暮●の方付文暮改訂の■暮  

ウ ■作用・不入倉惰■¶t告のt子化  
・■嘉島¢¶作用・■■■榊について、平■1   
6年10月に■■したtiについて、引さ■さ、t   
遺しやナい暮★モー●ナもとともに、企義に嶋力書   

●てt濃化事00≠以上書■鶉ナる．  

・■生芳●■が行うt千化された…■、▲■事   
からの■作用■義■尊t■について、オンラインに   

よ軋檜■の共■他書引き■書着用ナる．  

ウ ¶作用・不■食惰■■t告のt子化  
・書■晶のれ作用・■■t書惰tについて、平成1   
5年10月に■輸したt逢lこついて、引き■き、t   
iしやすい■■キー●ナるとともに、企真に協力を   

書て、引書■さ、t蓋化事80％以上書t檜する。  

・■生労■書が行うt千化され七轟欄■■、轟■書  

からの■作用■象■書t告について、オンラインに  
よ軋什●の共書化書引さ♯書雇用ナる。  

エ 最▲した安全性惰■○■析■▲●○■■■書●、   

彙嘉へのフィードバック惰■の鞘用暮大1ぴ▲暮へ   

中1正t用惰tの♯慎事tの暮大書■り、暮鴨な貴   
重性僧■■≠♯■壬■立す勺こと．  

エ 情義のフィードバック書による簡tt安全体■の   
義虚  

く企暮の安全＃先の尭■の支1＞  
・企嘉におけるt■t■♯■の兼★に責ナるため、   

■暮●■からの¶作用惰●やt仝義が■管した■■   

晶の■●用惰t■のうち、邑牡■島lこtる≠tにア   
クセスできるシステム（ラインリストによも公■）   

肴■義し、義化ナる。   

・fた、中期F■欄間をiじ、以下の真書音義■す   
る。   
（D簡t暮tの■暮や■■■■■における簡■tの  

惰■暮需用し、1薫な¶作用の彙生予断、●＃  
彙1、▲義他艦齢止ナる財暮について、企暮に  
対する相暮義書象★▲ナる．   

◎■■晶・■■■●の義付文暮や▲義陶■暮晶ガ  
イドの♯慮・社町壬企纂が月主欄に行う■の相  
■について品濃にガ応する。  

③企義の市t■霊鳥に書る鳥●tl肘Tに射し、  
■暮■真書損■と安全財暮暮書租■が共Mして、  

tlt壬行う．   

q）■■t■において、より貴会に離■晶・■■■  
●が用いられること壬目的とした■晶改雷や霊  

鳥■集について、ヒヤリ・ハット惰●尊に暮づ  

さ分析し、モの♯1書企暮へ■≠ナるとともに、  

相暮暮轟や書暮■嘉鶉に利用ナる．  

⑧このような義晶改■や■晶■彙につき、ヒヤリ・  
ハット惰t蠣の分欄¶に暮づき、企轟に対する  
相■暮尊書■▲ナる。   

く■嘉島・■■■●の安全性僧■の■供＞  

・インターネット書書利用し、■■i・靂■■●の   

安全性僧■t■■■t雷艦はじめ、広く■員に撫≠   
すiため鼠下○檜t奮■じる。   

①■■用■暮晶の畿付文●の汝責・社町の■■と  

エ 惰●のフィードバック■による簡tt安全傷■の   
■立  

く企義の安全対義の充≠の王■＞  

・企暮における危■t書体■の充■にtナるため、   

■■■■からの¶作用惰tや■企禦が■書した■嘉   

島の■僧用僧t書のうち、自社暮島にtる惰■にア   
クセスできるシステム（ラインリストによる公■）   

により、■曹土■ttね¢ケ月での公■七日櫓す．   

・fた、中期日■期間書1じ、引き義き以下の霊轟   

音■■ナる．   

①簡f暮tの■霊や■貞■■書におけるホftの  
僧■古詩用し、1暮な＃♯用の先生予鈴、■期  
彙1、1義化t傭止ナる対暮について、企暮に  
対する相暮暮書手★雛ナる．   

◎■■晶・■■■●のさ付文暮や▲書向■嘉島ガ  
イドの作虞・改訂毛企暮が自主的に行う徽の相  
★について迅▲に対応する。  

①企真の市モー暮晶にtるた●tt肘■に射し、  
■暮■霊轟租鵠と安全対義纂書租■が共闘し  
て、勤t古市う。   

◎■■糾において、より安全に■嘉島・■■■  
●が用いられること告白的とした霊鳥故●や■  

晶■先について、ヒヤリり＼ツト惰●書に▲づ  

き分析し、モの♯t舎企暮ヘヰ供するとともに、  

相■嘉書や雷董事義轟に利用ナる。   
⑳このような霊鳥故●や■島■鼻につき、ヒヤ  

リ・ハット惰t書の分析讐に暮づさ、企義に対  

す■る相■義轟鐙■暮する．   

く■嘉島・王●●●の安全性慎書の撫慎＞  

・インターネット書書利用し、■嘉島・■■■暮の   
安全性僧●壬■●■儀著書はじめ、広く■艮に■供   

すもため以下の檜t蓋■じる。   

①■■用■■晶の♯付文暮の■走t故打の■■と   

－
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となった■■など、■作用・不暮曾■■にtる  

憫■書雛≠する．  

なった■■に■も惰■■慎について、事■1島   

への暮大書引書■き、●翳する．  

tた、■嘉島の■作用t曾1ぴ■■●●の不   
▲e■●lにtる愴●について、ラインリストに   

よる公■書行う．  

◎■■用■▲晶の■付文暮社町の柵示から蝿■檜   
示文暮のW●bへの1●fでt2日以内l＝行う．   

◎■暮用■嘉島の義付文●の社町檜■■について   

インターネットで▲供ナる．プッシュiメール   

で♯供する■書用■■島の■付文書のt打愴t   
■について、輌用t▲や1■先の■大書■る．   

④■■用■嘉島の♯付文暮什■について、■生芳   
■書が●訂した■暮書■青え、■■的により繹   

●な惰■にアクセスで蕾もシステムの■彙喜市   

い、惰tの♯儀t■■ナる．   

⑳轟膚に対ナる■■柵■にt用できる▲●肉■義   
■ガイドの■≠の大義書■る。  

◎■■●■の♯付文書簡●のインターネットでの   

▲供について充★手■る．  

⑦ヒヤリり＼ツト≠■の分析★t■■暮愴tの■   
■●■に媚ナる惰■1触手行う．  

◎－■用■嘉島の嘉付文●惰tのインターネット   
での1供書■■ナる。  

なった■■に儀る惰t■慎について、蠣■▲島  
への暮大手引きtき、糠鮒する．  

tた、t嘉島の■作用及び■■■●の不1食  
t告のラインリストによろ公■手引き■き行  
い、t書ttt■ね鳩ケ月での公tを目柵す。   

◎■■用■暮晶の■付文●改訂の柵示から当職柵  
示文■¢W●bへの■●豪で象引さ♯さ2日以  
内lこ行う．   

◎■■用■嘉島の書付文●の社町惰■書について  
インターネットで1供ナる．プッシュ■メール  
で■≠ナる■■用■暮晶の霹付文●の改訂什■  

書について、引き■き利用促▲や♯慎先の暮大  
昔■る．   

q〉■■用■嘉島のさ付文暮惰■について、■生芳  

■書が●翳した■集蓋■雷え、■■的により鱒  

■な惰■にアクセスで替るシステムモ濃化ナ  
る。  

⑳書付文書に▼告■があり▲肴l＝●に注暮■幹事  

ぺき靡■＋鳥については、引き義き、▲曹内憂  

▲晶ガイドの♯戚露文撫ナるとともに、インタ  
ーネットでの惰■♯♯書行う。   

◎引き■き■■■●の■付文暮≠■のインターネ  
ットでの♯≠について先■を■る．   

⑦■■■t■に書用なヒヤリり＼ツト≠●となる  
ょう、1切な惰t貴書象行う．   

◎－■用■義ふの玉村文書≠■のインターネット  
での1供の大農應■る．   

⑳体外■断用書薫iの事付文暮僧●象インターネ  
ットでヰ供するシステムの■鼻毛行う。   

⑳惰tl供ホームページの活用方法について政明  
食書■tし、■■■儀暮蠣に■知を行う．   

く－■綱暮■・▲暮への≠■提供＞   

上tに加え、－■測量書・▲●に対して、次の事義  
手轟暮する。   

・■暮島・■■●●t安全かつ蒙心してtえるよう、   

引さ■き、■■晶・■■■●に■する－■爛暮■や   

▲■書からの相暮真義を真義するとともに、書たに   
t■晶lこついても相■暮賽手鼻暮ナる。   

・自己注射轟など▲■が自宅でt用する■■用■嘉   

島や1暮な■作用が舞生するおモれがあり、▲●の   

自発■状の舞1讐畑作用の■Il彙1に不胃欠であ   
る■嘉島■について、集暮の可t性が書い■知の1   
暮な■作用の勧＃■犠■手書とめた自己■■義妻●   

め、生霊が僧■ナる▲■がわかりやすいR弔文■   

（▲書内■暮晶ガイド）のインターネットでの■供   

の充■楕爛柑。妻た、18年慮から■輸したrl暮   

◎■■用■暮晶の蓼付文●改訂の櫓示から▲書檜   

示文書のW●bへの■暮fで書2日以欄に行う体   
■書、平虞10年よ中に暮●ナも．  

①■■用■嘉島の■付文●のt訂慣■書について   

インターネットで♯♯ナるとともに、平虞18   

ヰ慮雷でに徽1ナも■■■書■には、メールヤ   

ー■惰t手義儀すtシスナム士暮●する．   

q〉暮■用書嘉■のさ付文暮什●について、■■的   

に、より■■な惰■にアクセスできるシステム   
のあり方について■生労■書が■甘した書暮奮   
■奮え、企嘉が僧■した■■化什■の■供書平   
■18年▲霊でに■始する．  

◎▲■に財ナる坤汁■にt用でさも僧■価膚欄   
の充■t■る。  

－
－
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く▲書への愴t▲≠＞  く－■椚貴雷・▲雷への僧t提供＞   

上tに加え、一■爛t暮・▲書に対して、次の事義  

手彙暮ナも．   

・■嘉島・■■●●書安全かつ安心してtえるよう、   

■■晶・■■■●に■ナる一暮爛t書や▲書からの   

相■轟轟書■暮ナる。  

・■嘉島・■書■●壬安全かつ安心してせえるよう、  

■事晶・■■■■に■ナる一書蒲貴書や▲書からの  
11t霊義を■暮ナる．  

・★た、■生芳●曽における■肘●霊モ■まえ、千  

慮18年よfでに企霊が作慮する以下の慎■書イン  
ター轟サトで■供する霊書書■始ナる．   

自己注廿轟など▲■が■電でt用ナる■■用■暮  
ふや1義な■作用が舞生するおモれがあり、▲■の  
自t■状の■1■州作用の■期■1に不可欠でぁ  
る■暮晶■について、■■に翳し、▲書向けの鶴欄  
文書書斗≠ナるとともに、彙1の胃t性が書いt知  

・自己建■轟など▲書が自宅でせ用すろ■■用■■  
晶や1暮な1♯用が鼻生ナるおモれがあり、▲書の  
白鷺■状の彙1事が■僧■の■禦鶉1に不可欠であ  
る■暮晶■について、彙tの可■性が書い最知の工  
暮な■作用○初期■状■を妻とめた自己■●轟奮●  

め、企霊が僧虞ナる▲■がわかりやナい鴨蠣文●  

（▲●肉■嘉島ガイド）のインターネットでの書≠  

の充★書■る．  



の▲1な■作用の勧■■状■壬霊とめた自己■嶋轟  
書書♯ナる．   

く惰t■≠○内●1ぴモのTの内上＞  
・■人情tに十分t■しつつ、義暮暮責暮義1ぴ■  
暮事暮轟と○暮■書1じ、景tから■沸fで－↑し  
た安全性の■■書霊▲ナる。  

■作用■▲舅ガ応マニュアル」のホームページヘの   
1tについて、■■■の▲充蓋Fる．   

く≠■♯供の内書1ぴモの暮の内上＞  

・■人僧■にF▲した義書■粛暮書1ぴ●▲書義賽   
とのi義方附こついて○人体鵬な方射こついて事次   

1暮し、■甘書行うとともに、モの方鐘に雛い、承   

■から徽繍fで－↑した安全性の■■蓋★tナる．   

・惰t■慎義轟の向上に責するため、ホームページ   

において、－■綱義●、書■■t書書判用■の暮向   

■暮手引き暮曹■▲し、義轟に反扶させる．  

暮さ 事暮、卿■1び蜘t■   

1 干■   鋼暮7のとおり   

2 収支肘■ 鋼暮8のとおり   

3 責▲肘■ 爛暮9のとおり  

＜僧■♯麟の内書1ぴモ○■の内上＞  
・■人僧tにt■した■書t責暮義1ぴ●暮書暮轟   
との1■方法lこついての▲♯的な方法lこついて憂次   

1tし、●瞥壬行うとともに、モの方法lこ書い、貴   

書から義粛fで－↑した貴主柱の■儀t■暮する．   

・僧■■≠霊書の肉上に暮するため、ホームページ   
において、－■鋼貴書、事暮■儀■■利用■の暮肉   

■暮書★暮ナる．  

暮さ 千暮、●王什■1び暮▲肘t■   

1 千■   舅暮■のとおり   

2 収支肘■ 兄暮6のとおり   

8 責▲肘丁 劇暮○のとおり  

・僧■ヰ≠義暮の内上に暮ナるため、一義鋼t●、   

■■■■●にガして♯供した惰tについて平成18   
年よtでに■暮を行い、惰■の彙け手のニーズや満   

足虞事モ分ポし、僧■ヰ供嘉書の書●に丘■ナる．   

暮8 千暮、t支肘■1ぴ★義IIt   

l 千■   鋼▲1のとおり   

2 収支肘■ 鋼義2のとおり   

ユ ー義肘■ 鯛義3のとおり  

暮■ 脚■○書■に■ナる事■  

11隷書20■書21書■●の廿書内●の歌書に■  
ナるF●は、次のとおりとする．  

本日■■2の（1〉1ぴ（2）で責めた■1につい  
ては、縫貴の廿■鐙1込んだ中爛肘■の千嘉書僧戚し、  

■t干■による暮暮書簡うこと．  

暮▲ ■嘉●入●○■■■   

（り●入■▲t  

23■円   

（2）■義暮入れが暮童されるt由   

T l曽暮交付t、■勤t、■畿t書の士人れの暮暮   
書による欄●の不月   

イ 千走外のユ■■の先生に＃う止■暮の支錮   

ウ モの触不鶉の事暮により生じた薫■の不月  

暮6 暮暮な甘▲暮■暮し、又仕上■にtしようとす  
るときは、モ○肘▼  

なし  

暮● 暮■l●入■○■■t   

（1）●入■よt  

2a¶円   

（2〉畑●り入れが暮史されるt由   

丁 暮曽義交付t、■勤t、曇た貴書の天人れの靂妊   

■による薫tの不足   

イ 千丈外の1■書の彙生に＃うユ●暮の支繍   

ウ モの他不■の事■により生じた暮▲の不足  

暮ら 暮暮な＃▲書■暮し、又鵬tに■しょうとナ  

ろとさl量、モ○肘t■  

なし   

暮● ■■●○■義  

暮暮■暮たにおいて、以下に充てもことがでさる．  

・暮轟社暮に傷る支出のための■■  
・■▲の暮暮内上のための書●尊の財薫  

なお、¶作用t≠■走、■■t沸■是については、  

暮■ ■■●入■○■■■   

（1）●入■▲■  

23¶円   

（2）蜘●り入れが暮童されるt由   

T lt暮交付t、■勤義、曇耗★書のt入れの1t   

■によろt■の不足   

イ 事塵外の遽■■の先生に＃う遭■義の支輪   

り その他不■の事■により生じた暮■の不足  

－
－
↓
の
－
 
 

暮6 t暮な甘▲書■暮し、又鯉tにtしようとす  

るとさl量、モ○肘l■  

なし   

暮○ 岩裏iOt■  

■董■暮正において、以下に充てることができる．  

・真義著書に書る支出のための■★  
・■▲の暮暮向上のための計●讐の財薫   

なお、れ僧用義繍■丈、■■■軸足については、   

暮○ 岩iil訊■■  

●暮●●鷺において、以下に克てもことがでさる．  

・真義改暮に■る支出のための∬■  
・■▲の暮暮｛上のための書●■の財1   

なお、■什用義油土、■■徽繍■是については、  



■立行故法人■事島■●■●■倉■●鐘（平虞1■   

年鐘●書192■）讐31集膚＝‖■の爛膿により、   
書■¢■は■立▲として■tナも。   

暮7 モ01■王書曽●下士める義暮遍暮に1ナa■■  

■立行■法人■＋鼻■■●●暮倉●●の義轟■書並  

びに財嚢及び■肘に■する■●（平■10年■生芳●  
書●■66●）暮ヰ■¢轟書1暮に■ナる事■は、次  
のとおりとすも．   

（り人事に■する事■   

丁・嘉轟の■の内上手■るため、義轟■の自■に応じ   
て暮■的に計●の●■薔■供し、■1の★rやt力   
の肉上i■る．   

・暮▲の■欄膚上につながる人事■■■よ書●入し．   

■▲の■■・日■暮虞状規壬■■や■●・鼻糟に■   

切に長■ナる。  

■立行t法人■雛鳥■●■●暮倉■●建（平虞1■   
書法●事102●）書31集慎＝‖■わ爛鷹により、   
1■の■は■立■とナる。   

暮7 モ○■土書●●で土め与暮細tに■する■■  

■立行改鐘人■暮鳥■■■●■含★●鐘く平成14   

年鐘●書102書）書al■★ヰ■の繍責により、   

暮■の■は■立■とナる。   

書7 モOt主書t●下士める暮暮■tに■する事1  暮6 モ○■暮義■暮に■Ti暮暮事■  

1■鐘■29暮書21事5●のモの■義春1■に■  
ナる1暮日■は、次のとおりとナる．  

（り人事に■する事■   

ア ●1の■円性手書めるために1切な■力■■豪■   
暮すもとともに、■10■暮■■覿専■した人事■   
■艦■切に★▲すること．tた、このような檜t■   
により■■の暮tの肉上手■ること．  

（り人事に■すろ■■   

丁・■▲の■■・R■1■概況書■■や鼻欄・鼻檜に   
■切に丘■し、●■の暮t書内上させるために平■  
10年よから事入ナる千丈の書人事■書■t壬全■   
▲において、獣行古市いつつ書肘舌行う．   

・暮尊書のR■に応じて■■的に研儀憫■■壬濃供   

ナるとともに、■々の●1の暮■やt力に応じた、   

鵡事1－かつ鋤井的な甘●手★暮するため、外●■■   

や外書書∩徽鐙■■的に活用する。  

（1〉人事に■する■■   

丁・■1の■■・目■■虞状況モ■■や鼻●・鼻檜に   

1切に反故し、●■の暮徽蓋向上させるため、輌人   

事■■■よ豪書入ナる．  

・■外■における事Ilや錮■■1からの暮1■も■   
まえ、榊兼の－■の兼★書凸り、■書書の月■   
に応じて■■的な甘●の暮▲書♯供ナるとともに、   

■々の■■の★tやt力に応じた鋤事的かつ錮1的   
な耳●t★暮ナるため、外■■■や外群書M■を書   
■的に活用する。   

・」■▲の書∩性や■轟の義■性を書●するため、1   

正な人事■tを行う．   

イ・平慮17年よの改正■事縫■行に＃う篇繍暮幕■   
の1書状況及び暮○れ事故蠣食▲の暮11申竃■手   
えた事暮♯∩の★■■1の人材暮書状現に応じて、   

必事な分■の■書な人材モ公暮を中心に、肘丁的に   
暮優していく．   

－
－
↓
↓
－
 
 

・■▲の暮円柱や暮轟の■根毛■tナるため、■   

正な人事■tを行う。   

イ・■暮鳥1ぴ■暮鴨外島の■義ttlび晶ttll   

州（千慮11年■生傷●書18書）に■ナる■暮（   

QMPll董〉の■外における■暮など平慮17年よ   

の改正暮書法の円柵な暮行を■tナるとともに、暮   

食≠攣濃t■■の義1鼻■モーfえた●霊鴨Mの♯   

■■▲の■1書行うため、公書手中心に書M性の書   

い★tな人材蜃賽用する．なお、攫用に▲たってI上   

本■徽の中立性■に十分、t▲ナることとナる．  

※人事に書る柵■   
期末の★■■▲暮は、欄初の152．7％豪上■  

とナる．   

（●専1） 期初の♯■■▲■  

さ17人  

平■17年慮の1正暮書法の円滑な義  

行書■徽ナるために■■した♯■●▲t  

ヰ0人  

平成17年よ研究■鶉暮■■轟の書市  

に＃い■■した♯lll■▲暮  

11名  

■倉≠事捜簡士tの暮11申暮■まえ  

て千慮21年よfでに斗■ナる予定の2  

・」■▲の書M性や暮義の■暮性竃■tナるため、1   

正な人事ttを行う。   

イ・平戚17年よの改正■事鐘暮行に＃う輌1暮書■   
の1書状皮や、人材■書状現に応じて仏事な分■の   

■■な人＃モ公嘉書中心に暮書し、中期肘▼中の期   

末の♯■■▲■の充足にF▲壬つける．  

イ 千慮17年虞の改正＋事法の円滑な暮行を■tす   
るため、■切な人▲■を■tすること．★た、暮食   

書事故鞭■■の暮1▲●に暮づき、必fな●暮人▲   
暮書■tすること．  

なお、轟用に■たっては、本■■の中立性¶に十   

分．モ■ナること．  



30人のうち、■暮中欄自■欄¶に■1  

ナろ●豪儀円の★■■▲■  

138人  

欄末のt■暮■■  

■○■人（上■）  

（平■21年虞廉価欄■■■■  

502人（上■））  

（●専2） 中期R■＃M中の人件彙■t  

15．708百万円（1込）  
ただし、上セ○■比、薇▲■■1ぴに  

■1暮♯●、■■■事■1ぴ■間外■書  

手■に格■ナる■■の土用である．   

ウ ■義士霊■と○不■切な■★手鼻われもことがな   
いよう、薇■1¢書用、貯tlぴ1■暮¢▼■■書   

に■し一丈の■勤t敷け、■切な人事ttt行う．  

（変）セキ1リテイ○暮t   

・断氾1ぴ●■●檜○ために●暮暮○入1▲t■■   

●象■tし、■暮書Mわす、入1暮に★るt■モー   

▲ナるなど内書tt体■書暮化す■．   

・僧tシステムにtる憫●のセキュリティの■●に   

欝める。  

ウ ■●○義轟廿■暮企義■との不暮切な■書鐙暮わ   

れもことがないよう、t■■の■用、ttlび1●   
暮の書■■専に■し■切な檜t息■じること．  

（2〉セキュリティ○■t  

■人1び鐘人■○廿ttt書t■すもた■、事轟■  
■のセキュリナイ蓼■■す勺とともに僧■ttに万全  
士＃すこと．  

ウ・暮暮★月■の■轟■■1書に暮づき、撫用■にお   

ける■絢書の撫虻や㌧ttlぴ1●義の■暮●■に   

■する■れの■■モー鴨に■用し、暮切な人事tt   

t行う．   

（2）セキ1リテイ○暮t   

・入1■ttシスナムの暮正な1月書■るとともに、   

入1出ttについて、■■への■知義■書■る．  

ウ・t義1劇事の■書■書1書に暮づき、轟用■にお   

ける書餉暮○♯出や、モーlび遺■■の書緻■■に   

■する■鴨○兼書手■欄に■用し、1切な人事tt   

手行う．   

（2）セキュリティ○暮t   

・入1■ttシステムの暮正な■用奮■るとともに、   

入1出ttについて、■■への■知■鷹を河る．  

－
－
ゴ
｝
－
 
 

・嘉書・システム暮1化針Tに肉けた■書・●翳の  

中で、惰tシステムにtろ惰■セキュリティについ  

て■■・●肘し、モの書■lこ舞わる．  

・嘉書・システム■1牝肘Tの暮走に向けた■■・  

■肘の中で、引き■き惰tシステムに■る惰■セキ  
ュリティについて■■・●翳し、モの■★に身める  

とともに、′くックアップデータの遍■蝿書t壬1暮  

ナる．   

・セキ1リティー■■したセキュ7メールの利用書  
暮の■加1び鞘用暮の♯サ書暮大ナる方法を●翳し、  

引き●き、●■と●■書のコミュニケーションの迅  

i化・触事化壬■る。   

・セキュリティt■tしたセキュアメールシステム  

肴■入ナもことにより、●蠣と■書書のコミュニケ  

ーションの迅1化・鋤■化蓋■る．  



予 算   

中期計画（平成16年度†平成20年度）の予暮  

別紙1  

： Rl   

区分   
金一監  

■僧■■算暮彙  ■彙鼓講義土  ■董讐勘定  t託・★付暮丈  彙甜付義土  計   

収入  

運営費交付金  3，554  3．554  

同庁補助金収入  989  98  1．087  

受託義務収入  7   8．931  3．882  

拠出金収入  14，ヰ78  2，381  ヰ，8¢2  21，531   

手厳科収入  34，244  34，244   

兼務外収入  1，278  5一事  257  1，593   

運用収入   1ヱ80   55  0  0  0  1．315   

雑収入   18   257  278   

計   18，74¢   2．54ヰ  42，72ヰ   8．932   3．693  74．639   

支出  

業務軽費   8，247   488  16，247   8，655  3．495  8丁，112   

一般書理責   874   82  10，2¢2  84  49  11，131   

人件土   1，342   181  15．丁53  1的  148  17．5¢7   

計   10ヱ¢3   ¢80  42．2¢2   8，932   8，893  65，810   

【注セ】  

什■は原則としてそれぞれ四捨五入によっているので、端■においては合計と一致しないものがある。  

ー179 －   



収支計画  

中期計画（平成16年度一平成20年鹿）の収支計画  

別紙2  

（．■拉：百万円）   

区分   
∴1】  

■作用腑■象  ■農相沖蒙  ■董欄屯走  先託・書付■責  彙拙付■た  計   

兼用の部   80，394   1，985  39，94丁   8，932   3，893  柑4，931   

経常費用   80，39ヰ   1，985  39，947  8，832  8，893  
数済給付金   7，488   288  7．754   
保健福祉事業儀  83  83  
書壬尊書葉責  10．28，  10．289   
安全対策事業★  3．242  3，2ヰ2  

儀廣t堰手当讐給付金  8，594  8，594  
特別手当専給付金  1，417   1，417   
爛査研究書稟責  1，983   1，98さ   

一般書理貴  1，4引  257                            10，038  150  1ヰ4  12，041   

人件費   1，231   131  187  148  
濃■償却費   14  741  0  0   丁55   

責任攣傭金鉄入  70．118   1，305  Tl．421  
■業外費用  8  4   5  1丁   

収益の♯   83．438   3．408  39．810   8，932   3．棉3  130．27丁   

♯常収益   83，430   3．408  39．810   札982  3．刷柑  

拠出金収入   1ヰ，478   2．381   4，郎2  21．531   
四正常助金収入  989  08  1，087  
手数料収入  3り55  ■31，155  

受託集♯収入  丁  8，831  3，892  
資産見返補助金ま入  5  4  9  

薫塵見返運営貴交付金戻入  85  85   
運営費交付金収益  3，879  3．679  
★任準備金畏入  ¢¢．598  862  87．460   
■兼外収益   1．365   56  218  1．841   

純利益（△純損失）  3，042  1．441  0  0  ●，3ヰ7  

目的積立金敬崩額  0  0  0  0  0  0  

総利益（△総♯失）  3，糾2  1．叫1   0  0   4．347   
【注記1】  

●董専■責の■■暮交付▲で檜tしている義讐に儀る■■の1■事■についてIi、■t貴女付▲を甘■とするものと象重している。  

せし、法■■鷺8t★2可の♯走でいう、在■期何に相当するユー手当として■曽義交付■で檜tされた▲■を■くものとする。  

【注モ2】  

計■は∬則としてそれぞれ四捨五入によっているので、端■においては合計と一致しないものがある。  

－180 一   



半金計画  

中期計画（平成16年廣一平成20年鹿）の資金計画  

別紙3  

（■位：百万円）  

区分   
t    l∴1  

轟l作用■済■走  ■染救済勘定  響重電勘定  受託・責付義土  受託始付■定   計   

資金支出  

業務活動による支出   10．152   659   42，449  8，826  8．¢92  怖，878   

救済給付金   7．488   2¢6  7，754   

保健樽祉事業費  83  83  

濃霧♯責  1¢．65¢  1¢，856  

儀■t理手当尊給付金  8．醐4  8，594  

特別手当専給付金  1，417  1，417   

Ⅶ壬研究事業費  1，983   1．983   

一般t理責  1，810  257  10，289  144  1ヰ3   12．173   

人件費  1，231  131  15，4！〉9  187  148  1丁．194  

還付金  4  4  8  

雑支出  3  5  8  

投資活勧による支出  5．朗○  5，鵬9   

財務活動による支出   18  33  53   

次期中期廿■の期¶への損金   2¢．251  5，612  10，110   227   73芦   42，932   

計   42．202   6，272   52，592   9．158   4．ヰ24  114，738   

資金収入  

業務活動による収入   15，485   2，ヰ89   42．832   8．932  3，¢93  73，4引   

拠出金収入   14，478  2，301  4，682  21，531   

運営費交付金収入  3．5糾  3，554  

凰ヰ補助金収入  989  98  1．087  

手数料収入  糾．352  34．352  

受託業務収入  7  8．981  3．692  12．680   

雑収入  18  257  278   

投責活勤による収入   1．259  55  1．314   

財務活勤による収入   4．934  33  4，粥9   

中期廿胃期間中の期首♯議会   20，引2  3，丁28  9，72丁   222   780   85．019   

書ト   42，292   6，272   52，592   9．15¢   4，424  114．738   

【注モ】  

肘■は∬劇としてそれぞれ四捨五入によっているので、端■においては合計と一致しないものがある。  

－181－   
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4．独立行政法人臣薬品医療機器総合機構運営絆積会役置規程  

平成16年6月2日  

16規程第22号  

改正 平成17年3月31日17規程第12号   

独立行政法人臣薬品医療機番総合機構（以下「機構」という。）は、サリドマイド、ス  

モンといった医薬品による悲惨な葉書の発生を教訓として、医薬品の副作用による健鷹被  

書を迅速に救済することを目的として昭和54年10月に役立された医薬品副作用被書救  

済基金を前身とする医薬品副作用被書救済・研究振興爛査機構及び国立医薬品食品衛生研  

究所医薬品匡■機器審査センターの業務の全部並びに平成16年4月の改正前の薬事法  

（昭和35年法律第145号）第14集の3に規定する指定綱査機関である財団法人医療  

機器センターの業務の一部を統合するものとして、平成14年の第155回臨時国会にお  

いて独立行政法人医薬品医療機羊総合機♯法案が審離され、成立の上、同年公布された独  

立行政法人臣薬品医療機番総合機♯法（法律第192号。以下「法」という。）に基づき、  

平成16年4月1日に股立された。   

この運営辞儀会は、機♯が行う業務の公共性に鑑み、その運営について、独立行政法人  

として必芋な効手性、透明性及び自主性のほか、高い中立性が求められ、また、医薬品及  

び医療機器のより一層の安全性確保の観点から医薬品等による健よ被書を受けた方々の代  

表を含めた掌撫経験者の幅広い意見をその運営に反映する必要があることから、平成14  

年12月12日の●議院厚生労働妻員会における厚生労働大臣発言により、機構に書織機  

開を放置することとされたことに基づき設置するものである。  

（投置）  

第1集 機構lこ業務及び運営に関する重要事項を事績する機関として、運営評議会を設置   

する。  

（組★）  

第2集 運営騨▲会は、20人以内の妻■で租★する。  

（委員の委嘱）  

第3条 章且は、機構の業務の適正な運営に必要な学識経験を有する者のうちから、理事   

長が妻■する。  

（委員の任期等）  

第4乗 車員の任期は、2年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間と   

する。  
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2 垂員は、再任されることができる。  

3 委員は、非常勤とする。  

（会長）  

第5集 運営絆沈金に会長を置き、委員の互選により選任する。  

2 会長は、運営評議会の事務を掌理する。  

3会員に事故があるときは、あらかじめその指名する委員が、その職務を代理する。  

4 会長の任期は、2年とする。  

（招集、開催）  

第6集 金量は、運営騨欄会を招集し、開催しようとするときは、あらかじめ、日時、場   

所及び議題を妻■に通知するものとする。  

2 会長は、理事長の語間を受けたときは、運営騨欄会を招集し、開催しなければならな   

い。  

3 妻■は、会長に対し、運営絆計会の開催を求めることができる。  

（★事）  

第7集 運営絆議会は、委員の過半数が出席しなければ、会＃を開き、議決することがで   

きない。  

2 運営辞儀会の社事は、委員で会♯に出席したものの過半数で決し、可否同数の場合は、   

会長の決するところによる。  

3 妻Åは、あらかじめ通知された議題について、書面又は他の委員を代理人として議決   

権を行使することができる。  

4 前項の規定により離決権を行使する舌は、運営評議会に出席したものとみなす。  

（専門委員及び垂員会）  

第8集 運営騨欄会に、専門的事項を書計するため、専門委員を置くものとする。  

2 専門委員は、機♯の業務の適正な運営に必要な学離経験を有する者のうちから、理事   

長が委嘱する。  

3 運営騨★会に、理事長が指名する委員又は専門委員により構成する救済業務委員会及   

び審査・安全業務委員会（以下「委員会」という。）を置くものとする。  

4 前4条の規定は、専門委員及び委員会に準用する。  

（委員等の秘密保持暮務）  

第9条 章■又は書門委員若しくはこれらの♯にあった者は、その♯務上知ることができ   

た秘密を漏らし、又は盗用してはならない。  

（資料の提出等の要求）  

第10集 運営辞儀会及び妻■会は、審儀又は爛査のため必要があると認めるときは、機   

構の役職員その他の者に対し、資料の捷出、税明その他必要な協力を求めることができ  
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る。  

（庶務）  

第11集 運営絆汝会の庶務は、企画爛墓跡こおいて処理する。  

2 救済業務委員会の庶務は健康被書救済部、審査・安全業務委員会の庶務は審査管領部   

において処理し、企画欄整部において総括する。  

（雑則）  

第12集 この規程に定めるもののほか、運営辞儀会の運営に閲し必要な事項は、会長が   

運営騨沈金に語って定める。  

2 前項の規定は、委員会に準用する。  

附 則  

（施行期日）   

この規程は、平成16年6月2日から施行する。  

附 則  

（施行朔日）   

この規程は、平成17年4月1日から施行する。  
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5．独立行政法人臣薬品医療機番総合機構運営辞儀金運営規程  

（趣旨）  

第1東 独立行政法人臣薬品医療機番総合機構運営評旛会放置規程（以下「投置規程」と   

いう。）第1集に定める運営秤♯会並びに第8集第計項に定める救済業務委員会及び書   

壬・安全業務委員会（以下「委員会」という。）の運営については、放置規程に定める   

もののほか、この規程に定めるところによる。  

（★事録）  

第2条 ★事については、次の各号に掲げる■項を記載した議事録を作成するものとする。  

（1）会議の日時及び場所  

（2）出席した委員又は専門委員の氏名、委員又は書門委員総数並びに独立行政法人臣薬  

品医療機儲総合機構（以下「機構」という。）の役職且の氏名及び所属部書名  

（3）汝且となった■項  

（4）書社軽遇  

（5）決♯  

（情報公開）  

第3条 1事並びに議事録及び捷出責料は、原則として公開する。ただし、公開すること   

により、個人の秘密、企業の知的財産が開示され特定の者に不当な利益又は不利益をも   

たらすおそれがある場合については、非公開とする。  

2 ♯事並びに離事錬及び捷出資料の公開又は非公開の決定については、会離の開催の都   

度、会長（委員会にあっては、委員長。以下この項において同じ。）が会醜に語り、書   

徽を行った上で、会長が定める。  

3 汝事並びに■事録及び捷出責料の非公開の決定に当たっては、非公開の申出を行った   

委員又は書門委Å若しくは機♯の役♯員から非公開とする部分及びその理由について税   

明を受けた上で、前項の書★を行うものとする。  

附 則  

（施行期日）  

この規程は、平成16年7月30日から施行する。  

附 則  

（施行期日）  

この規程は、平成17年4月1日から施行する。  
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6．運営辞儀全委員名簿  

運営評議会委員名簿  

（平成19年6月22日）  

氏  名   職   

書 井 愉 一   

書 禾 初 夫   

飯 沼 雅 朗   

乾  ■ 一   

同 野 光 夫   

長 見 古里野   

鎌 田  暮   

＃  光 我   

見 城 美枝子   

田 島 優 子   

中 西 敏 夫   

中 西 正 弘   

酉 ▲ 正 弘  

◎正 称 雅 昭   

松 谷 高 串   

間 宮  清  

0溝 口 秀 昭   

森 田  清   

和 地  孝  

よ応■塾大学大学院経営管理研究科教授  

日本製薬工業協会会長  

（社）日本医師会常任理事  

京都大学医学部附属病院薬剤部長  

束京女子医科大学先端生命医科学研究所所長  

（財）日本消費者協会参与  

早稲田大学大学院法務研究科長  

全国薬書被書者団体連絡協♯会世辞人  

書森大学社会学部教授  

さわやか法律書清新弁護士  

（社）日本薬剤師会会長  

全国藁書被書者団体連絡協機会世話人  

国立医薬品食品衛生研究所所長  

東京大学名讐教授  

（社）日本医薬品卸業連合会会長  

全国葉書被書者団体連絡協議会副代表世話人  

埼玉県赤十字血液センター所長  

日本＃薬団体連合会会長  

日本医療機器産業連合会会長  

◎金玉、0会長代理  

（五十音順）（敬称略）  
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救済業務委員会委員名簿  

（平成19年6月6日）  

氏  名   暮  

明 石 ★ 社   

内 田 せ 夫   

片 倉 優 男   

木 津 純 子   

工 藤 t 房   

倉 田 雅 子   

栗 原  敵   

♯ 葉  洋   

高 橋  滋   

田 島 優 子   

千 葉  集   

中 西 成 元   

中 西 正 弘  

◎溝 口 秀 昭  

○安 原 眞 人   

山 内 一 也   

湯 浅 和 恵   

東京医科大学病院薬剤部長  

社団法人日本医師会常任理事  

日本医凛機器産業連合会生物由来製品検討WG主査  

共立薬科大学実務薬学講座教頒  

社団法人日本薬剤師会剤会長  

納得して医療を選ぶ会事務局長  

全国薬書被書者団体連絡協儀会世話人  

日本製薬団体連合会救済制度委員会委員長  

一楕大学大学院法学研究科教授  

弁護士（さわやか法律事務所）  

日本製薬団体連合会救済制度委員会制委員長  

虎の門病院副院長  

全国薬事被書者団体連絡協議会世職人  

埼玉県赤十字血液センター所長  

東京医科歯科大学医学部教腰  

東京大学名誉教授  

スティーブンス・ジョンソン症候群患者会代表  

◎委Å長、○委員長代理  

（五十音順）（敬称略）  
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審査・安全業務委員会重点名簿  

（平成柑年6月8日）  

氏  名   職  

飯 沼 雅 朗   

石 山 陽 事   

長 見 共生野   

高 橋 千代集   

中 島 和 彦   

七 海  朗   

酉 島 正 弘   

花 井 十 伍   

樋 口 拝 彦  

◎よ 部 雅 昭   

古 川  孝   

堀 内 龍 也   

本 田 麻由集  

○松 本 和 則   

間 宮  清   

三 浦 幹 推   

古 田 茂 昭   

（社）日本医師会常任理事  

杏林大学保健学邪教授  

（財）日本消土着協会事与  

日本製薬団体連合会安全性委員会委員長  

日本製薬工業協会医薬品評価委員会委員よ  

（社）日本薬剤師会常務理事  

国立医薬品土晶衛生研究所所長  

全国薬書被書者団体連絡協汝会代表世辞人  

国立♯神・神軽センター総長  

東京大学名誉教授  

日本医療機器産業連合会常任理事  

群馬大学教授 医学部附属病院薬剤部長  

読売新聞東京本社編集局社会保障部妃青  

国際医療福祉大学教授  

全国薬書被害者団体連絡協趨会副代表世話人  

（社）日本医薬品卸業連合会薬制委員会委員  

書森県立中央病院候長  

◎委員轟、○委員長代理  

（五十音順）（敬称略）  
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甘僧対照表（法人暮位）  

（平成10年8月81日す在〉  
【▲拉：lq）   

鞘  E   ■  義  科  目   ▲  t   

責■の♯   ■tの傷   

l薫■貴慮  t t■1t   

：」・ 一  5．18乙828．110  22仇131．…  

1年以内日収事象■期  1り■助食讐  21．Mヱ10  
財政■暮暮暮≠託■  1．馳凧．∝山  

集紬付■  217．82丁．552  
仕事暮暮讐t用  丁恥81孔1紳  

未払食  177．855j●▲  
未収■  11l．01乱310  

蘭触  5．■丁札885．100  
未収収i  41．1紳．207  

≠り▲  71．1；ほ．102  

量■★▲含什  7帆22115l  引為■  
暮与引当■  2（岨．185．820  2（糟鵬328  

漬Il■t合計  TJT8．1吼丁さ1  

Ⅱ■文責▲  Ⅱ蘭定■t  

■鯵■走千慮  ★塵鼻遭1t   

エ…■島  嶋107．11丁  責▲1遁壬暮千丈付▲   82l．脚1J4l  

■■t却■肘■   三和丁，2丁孔8抑  薫麒遭■助■■   孔3！札18l  

．・   二  測丁．2丁孔IlO  暮▲九重牡晶鮒   15．10l＿きlO  恥00l．175  

引換義  
▲ ⊥ト ＝  軸付引当■   2創1818．100  別札朋吼100  

ソフトウエア  1．T17．070．朝方               責任事■■  1●．8弧08島82●   

tI慕加入t  28即削   ■是1t合計  15J7l．帆51l  

■■■霊tt●什  1．717，85●．馳5  

■t合計  2乙150．10丁．王は○  

捜★モの愴の★量  

・▲・∴二■  ：lllllllI  
薫本の網  

緻t書■■●  1●，11乱丁7l．1別〉  

Ⅰ★★■  
投★その他の暮よ合計  1l，118．丁袖．110  

政府出★▲  1．11l．8●l．12▲  

河東責▲合計  1l．1†8．10l．聞  十本■合計  1．1Tl．81l．12l  

Ⅱ責本蠣禽■  

■暮外■傷■釦■肘■（ム）  ム52孔引丁．ユ28  

書i外M支暮i■売却暮■（ム）  △朗丁．01は  

責本■嚢■合計  △521朋．さlO  

Ⅱ刊暮¶禽▲  8ユー吼171ヱ87  

★★合計  8．朋肌悶1月71   

責■合一・  21月Tl．18札201   ■t・薫本台針  2l．178．栂l．201   
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損益計算暮（法人単位）  
自平成18年4月1日  
至平成10年8月81日  

（▲位：円l   

科  目   ●  ■   

縫♯責用   
群作用救済輪付食   1．58乙155．052   

轟集散済給付食  2．555．1丁8   

保■＃祉事♯彙  8．813．8丁7   

暮暮尊書真義  1，552．525．552   

安全対策書事業費  88l，015．120   

牡★t理手当書輪付▲  1．朋柑．●0l，81●   

糟別手当讐輪付食  之1l．1丁8′00   

Ⅶ壬研究書暮責  糾．15乙l00   

責任■●▲義人  9引．187，150  

モの他暮春義   
人件費   2，322，00乙8糾  

■■正中暮   ■28ヱ23．580   

遭暮♯付土用   糾．Tl0．●10   

賞与引当金♯入   14丁，855．878   

不■虔↑僧科   708，511．糾1   

モの他♯責   3．18l．03l．12■  

一枚tt責   

人件費   l05．003，711  

▲■償却暮   2●，▲3l，011   

丑■給付費用   7一085J00   

薫与引錮食■入   20．丁85．807   

不動よt僧料   234．3Tl．17l   

その他妊徽   1J30．丁88．丁88  

t■  23．細J00  

♯＃責用合計  12．引2．33丁，855  

♯＃収益   

1t暮交付■収益   850，OT0．Oll  

副作用機書救済事務t補助金讐収i  155，22●．㈹7   

生鞠由来■晶義彙書緻書救済暮書義★助▲蠣収i  柑．▲30．00き   

払出食収入  5．025．001．800   

手牡料収入  l，182ヱ82．180   

叩からの受託凛瀾職人  11丁．07丁，038   

モの他の受託業務収入  2，2柑，830．12ヱ   

★塵見返遍曽暮交付■黒人  50．1引，糾丁   

★産土遁補助金書よ入  1，00l．505   

千慮よ遁租晶彙■■よ入  32ヱ5l．0ユ2  

．■ ∴1’▲   

⊥－r ＝．I   桐畑M．080  

書傷旺鶉制■   250，115．3川          180．780，＝ほl   

♯i  8ヱ87．M  

♯♯収益合廿   18ヱ01′2乙314  

♯♯鞘益  78l．01l．73l  

士：   

1年よ仕掛暮暮尊貴用鯵正t  2丁●．285．聞             之Tlヱ85．聞  

当期純利益  51l．710．tll  

当期♯鞘益  51■，700．H柑  
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キャッシュ・フロー計算暮（法人単位）   

自平成相澤4月l日 至 平成用年3月3＝］  

Ⅰ 集幕藩■によるキャッシュ・フロー  
耶作用れ済給付食支出  
■嚢救済♯付会支出  
徽■橿祉事業暮支出  
●暮讐事業費支出  
安全対策尊書集t支出  
t★tt手当讐給付金支出  
●別手当■給付■支出  

■暮研究書t暮支出  
人件義支出  
補助金讐の♯■による逼1食の支出  
その他の兼務支出  
1義士交付金収入  
■作用枚書救済事♯t♯助金収入  
生牡由豪農晶■彙■牡書救済事鶉責補助食収入  
れ出t収入  

手■鶉収入  
■からの受託♯♯収入  
その他の彙耗集賽収入  
モの他の収入  

小鮒  
利▲の彙取■   

義欝着■によるキャッシュ・フロー  

△1．糾¢，187．052  
△2，357．刀8  
△8，711．9ヱ2  

△1．585．884．2引   

△糾1．10l．糾1  
△1．8脚．817．350   

A2柑．280．700   
△338．3軋100  

△乙○さ6．－糾．258   

△17．285．327  
△2．3‖．糾1．001  

655．卯3．㈱   
1丁3．栂0．㈱  

18，000．000   
5．024．187．3∞   
¢，1相．61‘，133  

120．182．丁糾   

2，218．丁88．025  

3．130．325．007  

3．386，l軋018  

Ⅱ 投薫活■によるキャッシュ■フロー  
t期財政■責暮曇≠耗食の払よによる収入  
投責雷■旺鶉の取得による支出  
捜責■■旺讐の満期t遭による収入  
書形■走★塵の取特による支出  
無形間走★塵の取書による支出   

投責活抽によるキャッシュ・フロー  

000．000．㈱  
△8．107，叫5．（X粕  

川l．018，200   

△10，2柑．153  
△975  

△3．132．2粥．ほ5  

Ⅱ 責▲■加斗  
Ⅳ t士期t残古  
Ⅴ 暮■期末残高  

2糾．6軋卯3  

（注記）  

責食期末幾轟と文僧対照曇に穐記されている科日の食欄との腑  
1■及び≠食  5．峨闘，糾○円  

（豊引）無期乗積1  ＄．1佗．∽．糾○円  
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行政サービス実施コスト計算暮（法人単位）  
白平成18年4月1日 圭平成柑年3月31日  

（．■位：円）   

科  ∃   ∴  1l   
Ⅰ事蕎t用  

（1）損益計暮暮上の暮用   

副作用救済給付金   1．582．055．052   
感染敷済給付金   2，555．0丁8   

保健福祉事暮責   8．馴ほ．¢77   

書査専事業費   1．552．525．552   
安全対策等事♯責   636．915．120   
儀鷹管理手当等給付金   1．¢88．400．引4   
特別手当専給付金   218，678．400   
■暮研究事霊責   3糾，852．∝0   

暮任準傭金♯入   951，48丁．4知   

その他業務責   8．鈍6．036．12ヰ   
一般t理責   ．l ●：：：   

雛損   23，糾8．400   

i年度仕掛暮査尊書用♯正鐘  12．686．＄23．195  

（2）（撞輪）自己収入専  
拠出金収入   △5．025．001，300   
手■料収入   △4．側2．262，430   
■からの受託葉蕎収入   △11了．677．938   
モの他の受託集♯収入   △2．215，880，122   
財務収益   △250，川5．3＝   
七益  △12．097．1糾．184   
集♯費用合椚  589，430．011  

Ⅱ♯益外よ■償ヰ讐相当嘲  
♯益外■■償却相当欄   鍼．328．639   

♯益外固定★虚泳却相当鑓  66．702  98．305，341  

Ⅱ引当外遭■給付増加見積ヰ  100．1引．2（氾  

Ⅳ牡食責用  
政府出薫又は地方公共団♯出★¶  

の機会費用  ‖．634．0川  

Ⅴ行政サービス≠施コスト  丁99．600．56¢  
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法人単位  

注 記  

Ⅰ．軍書な会計方針  

1．運営雷交付金収益の計上基準  
費用進行基準を採用しております。  

2．有価証券の評価基準及び評価方法  
満期保有目的債券  

償却原価法（定額法）によっております。  

3．仕掛審査等★用の評価基準及び評価方法  
個別法による原価優によっております。  

4．減価償却の会計処理方法   

（1）有形固定資産  

定額法を採用しております。  
なお、主な資産の耐用年数は以下のとおりです。  

工具器具偏屈  2年～15年  

また、特定の償却資産（独立行政法人会計基準第86）の減価償却相当額については、損  
益外減価償却累計額として資本剰余金から控除して表示しております。  

の 無形固定資産  
定額法を採用しております。  
なお、法人内利用のソフトウェアについては、法人内における利用可能期間（5年）に基  

づいております。  

5．引当金の計上基準  

賞与引当金  
役員及び職員等の翌期賞与支給見込頼のうち当期発生分を計上しております。  
ただし、当該支給見込額のうち、運営費交付金及び補助金により財源措贋がなされる分  

については、引当金を計上しておりません。  

6．退職給付に係る引当金及び見積頼の計上基準  
棚の退職給付に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。  

7．★任棚金の計上基準  
将来の救済給付金の支払に償えるため、独立行政法人医薬品医療機器総合機構法（平成14  

年法律弟192号）第卸粂の規定により、業務方法雷で定めるところによる金額を計上してい  

ます。  

8．消暮税等の会計処理  

税込方式によっております。  
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法人単位   

9．行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法  
政府出資金等の樹用の計算に使用した利率  

10年利付国債の平成19年3月未利回りを参考に、1．朗廿％で計井しております。   

10．会計処理の変更  
（固定資産の棚に係る独立行政法人会計基準等）  

当事業年度より、固定資産の減損に係る独立行政法人会計基準（「固定資産の減損に係る  
独立行政法人会計基準」及び「固定資産の減損に係る独立行政法人会計基準注解」（独立行  
政法人会計基準研究会（平成17年6月2，日）））を適用しております。  

これによる損益及び資本に与える影事はありません。   

Ⅱ．注記靂項  

1∴貸借対照表注記  

有価証券注記  
① 満期保有目的の債券で時価のあるもの  

（単位：円）  

区  分   貸借対照表  決井日における  ∃ h   
計上額  時   価   

時価が貸借対個表計上額  
を超えるもの   3，‘79，3糾，762   3，77l，7さ0，000   92，415，238   

時価が貸借対照表計上額  

を超えないもの   10，439，414，398   10，305，029，800   △134，3糾，59さ   

合計   14，118，779，160   14，07‘，809，さ00   △41，9‘9，3‘0   

② 満期保有目的の債券の決算日後における償還予定額  
（単位：円）  

区  分   1年以内   1年超5年以内   5年超  10年超   

10年以内  

国正   0   0   1，200，000，000   0   

政府保証債   0   300，000，000   1，400，000，000   0   

地方債   0   720，000，000   古β00，000，（削   0   

事業債   0   300，㈱，000   9（札000，（旧0   0   

特殊債   0   0   3，100，000，000   0   

合計   0  1，320，000，000  12，さ00，000，000   0   

2．損益計算書注記  

（1）保ヰ福祉事業費は、障害者のための一般施策では必ずしも支壌が十分ではないと考えられ   

る王篤かつ希少な医薬品副作用被害を受けた制度対象者のqOL（中山吋OfL脆）向上のため   
の蘭査研究書葉のために要した★用であり、調査協力謝金等で構成されております。   

（2）審査等事業費は、医薬品、医療機器等の承評議査等事業のために要した費用であり、謝金、   

旅★、事務庁★等で構成されております。また、安全対策等事業費についても、医薬品、医   
療機器等の安全対策事業のために要した費用であり、紺金、旅費、事務庁責等で構成されて   
おります。  
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法人単位  

tj）調査研究書業雷は、エイズ発症予防に資するための血液製剤によるHIV戯者の調査研  
究のために要した費用であり、全額HIV感染者の健康管理費用となっております。  

（4）拠出金収入は、救済業躾及び安全対策業務を行うための財源として、医薬品等の製造販売  
業者等から納付される収入であります。  

（の 手数料収入は、医薬品等の榊査業務を行うための財源として、承認申請者から納付さ  
れる収入であります。  

3．行政サービス実施コスト計算■漣記  
引当外退職給付増加見積順には、国からの出向舶にかかるものを含んでいます。   

Ⅲ．王事な債務負担行為   

該当事項はありません。   

Ⅳ仁重要な後発事象   
該当事項はありません。  
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